
2008 (平成20)年度~2010(平成22)年度科学研究費補助金 若手研究 (B)研究成果報告書

「古代工房の復原的比較研究一埴輪・須恵器・瓦の工房を中心にー」（課題番号20720217)

北武蔵の埴輪生産と埼玉古墳群

2011年3月

研究代表者 城柑倉ti£杓E

（奈良文化財研究所研究員）

奈良文化財研究所



例戸

1. 本書は科学研究費補助金：若手研究 (B)を受けて実施した研究のうち、主に埴輪に関す

る発表論文をまとめた報告書である。研究の課題 ・経費・成果は以下のとおりである。

課題名：古代工房の復原的比較研究一埴輪・須恵器・瓦の工房を中心に一

課題番号 ：20720217 

研究代表者 ：城倉正祥 （独立行政法人 国立文化財機構奈良文化財研究所研究員）

研究経費 ：平成20年度 (140万円）、平成21年度 (60万円）、平成22年度 (80万円）

研究成果 ：本書および以下の単行本、論文

城倉正祥2008「北武蔵における埴輪生産の定着と展開」 『古代文化』第60巻第 1号

城倉正祥2009『埴輪生産と地域社会』学生社

城倉正祥ほか2010「比企の埴輪」『埴輪研究会誌』第14号

城倉正祥2010a「生出塚窯産円筒埴輪の編年と生産の諸段階」『考古学雑誌』第94巻第 1号

城倉正祥2010b「生産地分析からみた北武蔵の埴輪生産」 『考古学研究』第57巻第 2号

城倉正祥2011a「埼玉古墳群の埴輪編年」 『埼玉県立史跡の博物館紀要』第5号

城倉正祥ほか2011b「続比企の埴輪」 『埴輪研究会誌』第15号 掲載予定

2. 本書の各章は、上記の既発表論文を再構成している。]I (城倉正祥2010a)、皿 （城倉正祥

2010b)、IV(城倉正祥2011a)。なお、 I・Vは新たに書き下ろした。

3. 研究を進める上での資料見学の際、多くの方々から援助を賜った。また、遺物を所蔵する

各機関からは論文刊行の際に写真掲載の許可を賜った。お世話になった方々のご芳名と諸

機関を記し感謝の気持ちを表します。

新井悟 ・ 新井端 ・ 石村智・磯野治司・江原昌俊・大岡均・大沢昌弘 ・ 大谷徹 ・ 太田賢一 • 太

田博之• 岡田賢治 • 岡本健一 ・大久根茂 ・小野本敦・鹿島健史・片野ゆうみ ・加藤緑・金井塚

良ー ・北見一弘．君島勝秀・久保田慎ニ ・栗岡潤・小橋健司・笹森紀巳子・佐藤幸恵・品川欣

也 ・ 篠田泰輔・杉崎茂樹・鈴木直人・高橋康男 ・ 滝瀬芳之• 田中英司• 田中信.83中正夫・伝

田郁夫・嘗麻景ー ・利根川章彦・豊島直博・中島洋一・中村一郎・中村倉司 • 浜田晋介• 平野

卓治 ・ 松田哲 • 宮島秀夫 ・山路直充・大和修 ・弓明義・若松良一 ・WalterEdwards (五十音順 ・

敬称略）。

我孫子市教育委員会 ・ 市川市立考古博物館 ・ 市原市教育委員会• 印痛村教育委員会・大田区

教育委員会・桶川市教育委員会 ・川越市教育委員会・川崎市市民ミュージアム・北区教育委員

会・行田市教育委員会・熊谷市教育委員会・鴻巣市教育委員会 ・埼玉県教育委員会 ・さいたま

市立博物館 ・戸田市教育委員会・東松山市教育委員会・横浜市教育委員会。



... 
Ill 

北武蔵の埴輪生産と埼玉古墳群

目次

I 序 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................................................... 1 

I[ 生出塚窯産円筒埴輪の編年・・・・・・................................................ 3 

m 生産地分析からみた北武蔵の埴輪生産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 

w 埼玉古墳群の埴輪編年・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71 

v 結 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 113 

弓l用文献・ 報告書 ・図表出典・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 117 



I 序論

1. 研究の目的

考古遺物の分析で製品の生産地を特定できれば、生産の実態や流通の具体像にまで迫ること

ができる。例えば、都城など全国の生産品が集まる場所であれば、製品の大雑把な産地がわか

るだけでも、モノの動きやその背後の政治性まで言及が可能になるし、逆に古墳時代の畿内で

生産された特定遺物が地域に拡散するような現象も、生産地が特定できれば配布や流通の実態

を把握できるだろう 。もちろん、実際には考古遺物の生産地を特定するのは困難で、消費地・

生産地の発掘が進んでいる、産地毎の特徴が明確である、箔や工具の痕跡など産地を特定でき

る要素がある、など多くの条件が揃わなければ生産地を明確に特定することは難しい。

その点において、埴輪はこのような分析研究に適した遺物である。刷毛目の特定、これによ

って生産地だけでなく 、生産窯まで確実に特定できるからである。生産地の特定は系統論 ・編

年論・分布論に重要な意義を持つし、生産 ・供給の実態を明らかにすればその背後にある歴史

性に迫ることも可能になる。刷毛目の特定は、藤原宮・平城宮出土軒瓦の研究で行われている

同箔軒瓦の認定や、それに基づく生産地の特定に類する作業である。箔や工具痕の合致という

「事実」を踏まえた上で、形態や製作技術、窯や消費地での存在時間幅、分布などに議論を進

めることで、より多角的な議論が可能になる。同第品の認定や刷毛目の特定などは、その一致

のインパクトばかりが強調されがちだが、その事実関係から出発する論の展開こそにその醍醐

味があると言ってもいい。

本研究では、以上の視点に立って古墳時代後期の北武蔵地域に焦点を当てた。当該地域を対

象としたのは、この時代のこの地域が分析に有効なバックグラウンドを持っているからである。

すなわち、 ① 「辛亥銘鉄剣」の出土や「武蔵国造争乱」の伝承がある首長墓：埼玉古墳群が存

在している、 ②関東最大規模の窯跡で、発掘と分析が最も進んでいる生出塚埴輪窯が存在して

いる、この 2点にある。地域研究のケーススタディとしてこれほど恵まれた地域は、現状では

他に存在しない。複雑に入り組んだ古墳と窯の関係を、供給関係の実証から解きほぐし、地域

社会の中で埴輪生産を位置付けることこそが本書の目的である。

2. 研究の方法

本研究の分析方法は明解である。まず、北武蔵において発見され、発掘されている全ての窯

跡、その報告書で報告されている全ての個体に関して、刷毛目の同定と属性データの収集を行

う。その作業によって、各窯における編年の確立と生産体制の具体像を復原できる。次にはそ

の成果を踏まえた上で、それら生産地の製品が供給されたと思われる古墳の埴輪を悉皆的に分
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析していく 。刷毛目の特定、形態・製作技術の分析によって供給の実像が明らかになる。最後

に、当地域の首長墓群である埼玉古墳群出土埴輪の悉皆分析を行う 。複数の生産地から製品が

運ばれることが大型墳の特徴であるが、この分析によって埼玉古墳群への供給の実態と、埼玉

古墳群の埴輪編年が確立する。

以上の分析手順で埼玉古墳群まで辿りつけば、生産地における窯の切り合いという物理的証

拠で確定した埴輪絹年が首長墓に応用できることになり、今まで成しえなかった埼玉古墳群の

編年の確定が可能になる。さらに、埼玉古墳群における埴輪生産の画期を追えば、地域社会の

歴史性に肉薄できる。本書はここまでの作業を目的とし、分析成果を提示する。

3. 研究の成果

本書における研究の目的、方法を簡単にまとめた。分析の方法・手順 ・目的、いずれも極め

て単純明快である。 1つ 1つの事実を積み重ね、そこに少しのインスピレーションを吹き込め

ば、埴輪は古墳時代の地域社会を明瞭に語り始める。もちろん、分析結果に基づいてその歴史

性を論じることに最終的な目標はあるわけだが、本書はあくまでもそこに至るまでの基礎分析

を蓄積することに目的がある。物足りなく思うかもしれないが、結論を急ぐ必要はない。なお、

分析成果については「V 結論」で、まとめているが、ここで簡単に成果をまとめておく 。

II章では生出塚窯の編年を確立した。さらに、刷毛目の同定によって合計29古墳への供給を

実証した。m章では、姥ヶ沢窯 ・桜山窯の編年を確立し、供給古墳も実証した。埼玉古墳群に

専属的に大型品を供給した生出塚窯と、断続的に首長墓に大型品を供給した比企・大里の地域

窯の違いが鮮明となった。IV章では、これら窯での分析成果を踏まえた上で、埼玉古墳群出土

埴輪の系統分析を行った。今まで確立できなかった埼玉古墳群の編年が初めて確定した。

本書の最大の成果は、埴輪生産に着目することで埼玉古墳群の編年を確立し、その画期を見

出した点にある。埴輪生産の画期は、実は地域社会の歴史的背景を如実に物語っているのであ

る。しかし、それを論じるには埴輪以外の要素も検討した上で、畿内の動向、東国の動向、そ

して文献史料の検討など幅広い視野が必要になる。本書はその「下ごしらえ」である。さて、

どんな料理ができあがるのか、それは次の課題である。
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11 生出塚窯産円筒埴輪の編年

はじめに

生産遺跡出土の考古遺物は、継続的・重層的情報を保持する重要な資料である。特に、消費

遺跡出土品を生産遺跡と直接結び付けて議論すれば、考古遺物の「系統」を実証的に把握でき

るのみならず、生産や流通の具体像までトレース可能である。例えば、同箔軒瓦によって生産

地と消費地を結び付けた瓦研究は大きな成果を挙げている。一方、埴輪研究も製作工具の痕跡

を示す刷毛目の分析から、古墳出土埴輪の生産地を特定する研究が行われている。

しかし、 1つの埴輪生産遺跡を供給古墳と結び付けて総合的に分析した事例は未だ存在しな

い。本稿は、まさにこの作業を目的とする。刷毛目の同定によ って、関東最大規模の生出塚埴

輪窯と供給古墳を結び付ける。その作業により、生産窯出土埴輪という「骨格」に古墳出土埴

輪が肉付けされ、形態 ・技法などの型式学的分析が可能となる。さらに、切り合いという物理

的前後関係をもつ窯の存在から、生出塚窯産埴輪の揺るぎない編年が確立し、その生産の諸段

階を実証的に位置付けることが可能になる。本稿は、生出塚に活躍したエ人の足跡とその生産

を復原する基礎作業に他ならない。

1. 埴輪生産遺跡研究の現状と本稿の課題

埴輪生産遺跡の研究は、窯・工房・粘土採掘坑など生産活動に伴う遺構を総体として確認し

た茨城県馬渡遺跡の発掘が大きな転機となった （大塚・小林1976)。その後、各地で様々な時

期・規模の生産遺跡が確認され、大阪府新池埴輪窯 （森田1993)、埼玉県生出塚埴輪窯 （山崎

1981・1987・1994・1999・2001・2002・2004・2005・2006)など拠点的生産窯の様相も明らか

になってきた。

特に、山崎武による埼玉県鴻巣市生出塚埴輪窯の調査研究は重要である。生出塚埴輪窯は 6

世紀における関東屈指の大規模生産地として知られ、発掘された窯は40基にのぼる。その全て

が発掘調査報告書として精緻な分析成果とともに公表されている。この生産遺跡の発掘事例か

ら、山崎は生出塚窯産埴輪の特徴把握を行い、 47基の供給古墳を推定する。それによって、生

出塚埴輪窯は北武蔵の首長墓である埼玉古墳群の主体的生産窯であると同時に、東京湾岸まで

の広域供給を行う稀有な生産遺跡であることが判明した（山崎2000・2004a・2004bなど）。 生

産遺跡の継続的発掘と報告書の刊行、生産地出土埴輪の特徴把握に基づく供給古墳の推定、同

系統埴輪の型式学的研究など、生出塚遺跡を中心とした山崎の分析は埴輪研究の一つの到達点

であると言っても過言ではない。

一方、埴輪分析の方法論として近年注目されているのが、刷毛目の同定によ って古墳出土埴
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輪の生産地を特定する手法である。土器表面に残された刷毛目と呼ばれる痕跡が、エ具である

木材の年輪擦過磨耗度の違いに起因する凹凸である点は古く横山浩一の研究で明らかになって

いるが（横山1978)、埴輪研究では古墳出土埴輪の詳細な分析が早くから行われ、属性の 1つ

として刷毛目が分析されてきた。近年では、古墳出土埴輪の分析事例から、埴輪製作の場にお

いて工具の属人性が高い点も確認され （犬木2005・城倉2009)、同時期資料を抽出する際の重

要な指標ともなっている。

また実際に刷毛目の分析によって生産地と消費地を結びつけた研究も現われている。千葉県

市原市山倉 1号墳の埴輪が、直線距離で約80km離れた生出塚遺跡31号窯で生産された点を刷

毛目の同定から明らかにした小橋健司の研究 （小橋2004・2005)や、大阪府総持寺古墳群・太

田茶臼山古墳と新池遺跡の供給関係を立証した田中智子の研究（田中2005)は、生産地と消費

地を結び付けた研究として高く評価できる。

以上の研究状況を踏まえた上で、私は生出塚遺跡における山崎の研究成果を最新の方法論で

検証すべく刷毛目の同定作業とそれに基づく型式学的検討を行った。刷毛目の同定作業により

埼玉古墳群への供給関係を実証した後（城倉2007a)、特に大型品・中型品に関してその形態

的 ・技術的特徴から系列差を見出し、その変遷を論じた （城倉2007b)。さらに、同じく埼玉

県に位置する熊谷市姥ヶ沢埴輪窯と東松山市桜山埴輪窯の分析も行った（城倉2010b)。結論

を先に述べると、同一刷毛目が認められる類型 （「刷毛目共通類型」と呼称する）の形態・技

術的特徴は酷似しており、同一類型内では型式的に距離のある埴輪が共存しない事実を確認し

た。その作業によって、生産地における同時期資料の抽出に成功したわけだが、刷毛目共通類

型の設定とその型式変化の方向性は窯の切り合いという遺構の前後関係とも極めて整合的だっ

た。つまり、埴輪生産の場において、刷毛目エ具は属人性が高く、エ具の共有や兄弟工具の分

有も近接した時期の近いエ人同士に起こりうる現象で、エ具も世代を超えて使用されるもので

ないと考えられる。姥ヶ沢 ・桜山両埴輪窯における状況が普遍的かどうかを他遺跡の分析で検

証していく必要があるものの、 一つの生産遺跡を単位として刷毛目データベースを構築し、古

墳出土資料を生産地に肉付けすれば、形態 ・技法などの型式学的検討が可能になる。その上で、

遺構の切り合いという前後関係の把握に基づき、設定類型の型式学的変遷を把握するという方

法論は生産遺跡研究において有効だと考える。

本稿では以上の方法論に立脚し、生出塚窯産円筒埴輪を総合的に分析する。なお、生出塚遺

跡の円筒埴輪については、大型品 ・中型品に関してその分析成果を示しているが（城倉2007b)、

ここでは小型品も含めた刷毛目の同定成果を提示し、生出塚窯産の円筒埴輪全体で刷毛目共通

類型を設定するとともに、遺構の切り合い関係の検討から設定類型の前後関係を明らかにする。

その作業を通じて、生出塚窯産円筒埴輪の編年を確立し、生産の諸段階を把握する。
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2. 分析方法と分析対象

本稿での分析方法とその対象について、簡単に説明しておく 。まず、生産地分析に際しては、

報告書に掲載される全ての資料を分析対象とする。もちろん、資料の収蔵状況によって実見で

きない個体、あるいは表面の磨耗や残存度によって刷毛目が判別できない個体もあるが、今後

の調査によってできるだけ分析の母数を増やしていく （註 1)。

具体的な分析に際しては、刷毛目のパターン分析を行う 。刷毛目は年輪磨耗度の違いに起因

する立体情報なので、その情報を提示できる接写画像を用いる。また正逆の刷毛目は同一母材

から生まれた兄弟工具、あるいはエ具の端面の違いに起因するので、 DEl・DEl'のよう

に区別するが、基本的に同一類型として一括する。この刷毛目の類型化と共に全個体の形態

的・技術的l胄報を記録する。

このデータを踏まえ、分類作業に入る。分類では、基本的に刷毛目が共通する埴輪群を 1つ

の類型 （刷毛目共通類型）として設定する。製作の場における兄弟工具の分有・エ具の共有な

どを考えると、刷毛目共通類型は当然ながら複数工人が関与した可能性を含んでいる。しかし、

結論を先に言えば、姥ヶ沢・桜山遺跡での分析成果と同じく、生出塚遺跡の分析でも刷毛目共

通類型内には、型式的に距離のある埴輪は混在しないので、かなり限られたエ人が限られた期

間に製作に関与した点が推察される。さらに、刷毛目共通類型は、器種・規格によって細分す

る。生出塚遺跡では各地点名に番号を付ける形で刷毛目データベースを作成しているので、 D

E地点で確認した刷毛目はDEl、DE2、DE3・ ・ ・ ・ とし、刷毛目が共通する類型を DEl

類型、 DE2類型、 DE3類型....と呼称する。さらに、刷毛目共通類型は器種 ・規格によっ

て、 DElA類型、 DElB類型・ ・..といった具合に細分する。

また、生出塚遺跡における以上の作業を、山崎武によって生出塚窯産とされている古墳出土

資料 （山崎2004a) にまで拡げて行う 。データベース作成に伴う刷毛目の一致によって、各古

墳出土埴輪は、生出塚遺跡出土の製品と直接リンクし、生出塚遺跡の刷毛目共通類型は古墳出

土資料によってさらに肉付けされることになる （註 2)。

以上、生産地と消費地がリンクした刷毛目共通類型の設定を行った後、遺構分析に入る。遺

構分析では、 40基の窯の検出状況と切り合い関係を確認する。また、山崎が示す窯の群構成を

若干修正しつつ、各群の変遷過程を把握する。この遺構分析を基礎とし、次には全ての窯で出

土している 2条突帯円筒埴輪に着目する。特に、窯体から出土した 2条突帯円筒埴輪の変遷を、

窯の切り合い関係から位置付ける。最後に、それらを踏まえて小型品 ・中型品 ・大型品の全体

編年を確立する （註 3)。

以上の手順で進めるが、具体的な分析の前に分析対象の生出塚遺跡の概要を示しておく 。図

lに示したように、生出塚埴輪窯は荒川・元荒川に挟まれた大宮台地の北辺に位置する。後述

するように生出塚窯産埴輪が南へと供給域を拡大するのは、このような水上交通の利便性の高
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図l 埼玉県の地理的環境と生出塚遺跡の位置

い地に遺跡が立地している事実と無関係ではない。また、北約 8kmには 6世紀の北武蔵の中

心である埼玉古墳群が位置し、生出塚窯はその主体供給窯として存在する。なお、荒川を挟ん

だ西側には、和名埴輪窯・桜山埴輪窯 ・姥ヶ沢埴輪窯・権現坂埴輪窯など、同じく埼玉古墳群

ヘ埴輪を供給した生産地が点在する。

図2に示すように、埴輪窯は大きく北支台 (A・M・DE・FS地点）と南支台 (J・W・

N・P地点）に分かれて分布する。現状で合計40基の窯が検出されているが、生出塚遺跡の埴

輪窯の大半は、幾つかの窯が 1つの灰原を共有する八手状の支群を構成する。現状でA-Hの

8つの支群が確認され、同一群内の窯はいずれも切り合い関係を持つことが特徴である。この

同一支群内で同時期に稼動するのはいずれも単基で、比較的短い稼動期間で放棄され、支群の

奥に向けて新しい窯が展開する点が発掘成果から判明している。最大 9基の切り合い関係を持

つこの支群構造は、生出塚窯産埴輪の前後関係を把握する上で決定的な情報を持つ。

なお、山崎によって生出塚窯産とされる埴輪が出土した古墳は、 47基を数える。本稿では、

私が実見し、刷毛目の一致を確認している古墳、あるいは刷毛目の一致はなくても諸特徴から

確実に生出塚窯産と認定できる35古墳を分析対象とし、その一覧を図 3に示した。図3下の表

で、刷毛目同定「◎」は、現状で生出塚と刷毛目が一致する古墳である。「O」は、生出塚と

一致する刷毛目は確認していないが、生出塚産の特徴を示すと同時に、古墳間で刷毛目の一致

が確認できる事例である。「△」は、生出塚と一致する刷毛目は確認していないが、諸特徴か

ら確実に生出塚産と判断できる古墳を示している。現状では、◎が25古墳、 Oが4古墳、△が

6古墳で、その分布は北武蔵の埼玉古墳群を北限とし、南は東京湾沿岸まで広がっている。



※太枠は分析対象地点

※各地点の詳細は図 5-6参照

図2 生出塚遺跡の全体図

3. 生出塚遺跡の刷毛目データベース

II 生出塚窯産円筒埴輪の編年 7 

生出塚遺跡の刷毛目データベースについては、大型品のデータベースを既に示している （城

倉2007a)。 しかし、 2007年以後新たに分析した小型品のデータ、あるいは新資料の分析によ っ

て類型認識を改めたデータもあり、データベースそのものは常に更新し続けている。今、デー

タベース全ての説明をするのは煩瑣なので、基礎的バックデータは表 2・3/図12・13として

II章の最後に一括して示した。表 2・図12は生出塚遺跡の刷毛目データベース、表 3・図13は

生出塚窯産埴輪出土古墳の刷毛目データベースである。ここでは、生出塚窯における刷毛目と

一致古墳を整理した表 1に従って簡単に説明を加える。

表 lの横方向はDE-Pの生出塚遺跡における各地点名を示す。縦方向は地点毎に番号を付

けた刷毛目管理番号（各地点名 ＋刷毛目番号）である。また刷毛目が一致する古墳は表中に明

示した。現状で生出塚遺跡の刷毛目管理番号は137種類になる。分析過程で他類型と合致する

事実が判明した場合は混乱を避けるため欠番としている。なお、他地点と 一致する刷毛目はそ

の事実を表中に示した上で、番号を 1つとしている。

生出塚遺跡 2・3・6号墳の刷毛目、及び欠番を除くと、窯の刷毛目として91種類を確認し、
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分析対象古墳

1 埼玉二子山古墳

2 埼玉鉄砲山古墳

3 埼玉将軍山古墳

4 埼玉瓦塚古墳

5 埼玉奥の山古墳

6 埼玉愛宕山古墳

7 埼玉天祥寺裏古墳

8 埼玉6号墳

9 真名板高山古墳

10 武良内1号墳

11 武良内2号墳

12 白山2号墳

13 新屋敷古墳群

14 三島神社古墳

15 袋台1号墳

16 井刈古墳

17 側ヶ谷戸II号墳

18 弁天塚古墳

19 南大塚4号墳

20 西原古墳

21 南原1号墳

22 白幡本宿2号墳

23 川田谷ひさご塚古墳

24 小沼耕地1号墳

25 大境6号墳

26 大境9号墳

27 円山3号墳

28 法呈塚古墳

29 山倉1号墳

30 多摩川台1号墳

31 赤羽台4号墳

32 北門1号墳

33 日向古墳

34 稲荷塚古墳

35 久本山占墳

※刷毛目同定

「◎」生出塚窯と刷毛目が一致、「0」古墳間で刷毛目一致、「△」刷毛目は一致しないが生出塚窯産の可能性高い。

※一致刷毛目 ：生出塚窯と一致する刷毛目の番号。刷毛目番号は、表 lを参照。

所在地

埼王県行田市

埼玉県行田市

埼玉県行田市

埼玉県行田市

埼王県行田市

埼玉県行田市

埼玉県行田市

埼天県行田市

埼王県行田市

埼玉県行田市

埼王県行田市

埼玉県行田市

埼宝県鴻巣市

埼玉県鴻巣市

埼至県鴻巣市

埼至県さいたま市

埼玉県さいたま市

埼玉県東松山市

埼玉県川越市

埼玉県）II越市

埼玉県戸田市

埼玉県戸田市

埼玉県桶川市

埼玉県加須市

埼王県熊谷市

埼玉県熊谷市

埼玉県熊谷市

千葉県市川市

千葉県市原市

東京都大田区

東京都北区

神奈川県横浜市

神奈川県川崎市

神奈川県川崎市

神奈川県川崎市

刷毛目問定

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

△ 

△ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

゜゚
゜△ 

△ 

゜◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

△ 

◎ 

◎ 

△ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

一致刷毛目

M6・DEB 

DES・8・13・16・31・44 

DE9・27 

DEB 

DE6・12・13・19 

DE9 

Wl・2・4 

JI 

DE27 

Pl 

M6・DEB・JI 

DEB 

N3' 

DE13 

M6 

MO! 

MO! 

MO! 

MOI 

DE13 

DES 

N3 

DE44・NIO 

Pl~P9 

N2 

DES・44 

Pl 

KGI 

N3 

墳丘 （形態・規模）

前方後円墳(13紐）

前方後円墳(109ml

前方後円墳(90ml

前方後円墳(74m)

前方後円墳(70m)

前方後円墳(53m)

円墳(2細）

前方後円墳(127m)

円墳(20ml

円墳(30ml

円墳(40ml

前方後円墳(60m)

円墳{22ml

前方後円墳

円墳(22ml

前方後円墳(37ml

前方後円墳(36ml

帆立貝式(32m)

円墳(16m)

円墳(Jlm)

前方後円墳(41ml

前方後円墳(39ml

円墳 (17m)

前方後円墳(54ml

前方後円墳(45m)

前方後円墳(3如）

円墳(20m)

円墳(I如）

円墳(30m)

円墳06m)

z

↑
 円簡条数

5条

5条

4条

4条

4条

3条

4条

2条

2条

2条

2条

2・4・5条

2・3条

2条

2条

2・3条

2条

2条

3条

2条

2条

2条

3条

2条

3条

2条

2条

2条

2条

2条

図3 生出塚窯産埴輪の出土古墳
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表 l 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目と出土地点

DE J A FS W N ● TF P 一致古墳 DE J A FS W N M TF P 一致古墳

【DE地点l 12d (2号纏） l I 
I 葺1 It 2e (2号墳） 5 

DE3 2 ,zr 1 
n、 1 

DES 20 8 4 I 2 4 北門1号墳鉄砲山古墳
『2,;;g (2号墳-） I 

J,e6 細 真面舌墳 .I 2, (2号墳） I 

DE7 I 口J 2・ 

I m:a l 2 6 ぷ大賓6号~墳・節7璽:嗽ュ古墳騨| 21 (2号墳） 2 

匹号櫨）』

,. (6号墳） 4 

OE9 53 将軍山古墳愛宕山古墳 【●地点】

I . 応10

＇ 
7 

DE11 I ●2 I 天祥寺裏古墳
. . 

-証12• 璽3 .I 

DE13 18 
奥の山古墳•井刈古墳

小沼耕地1号墳

●4 14 I 天祥寺裏古墳

” 
- I． 攀

"DEi、, 胄7 →)2類

DEIS 6 :W.tli ' .I ， 晨砲山ーが墳―~ 胄11 I 

証17 5 f1 

＇ I DE18 1 【N地点】

DE19 10 奥の山古墳 欝1 3 

N2 I 多摩川台1号墳

DE21 I 
，．~力 l 

＇ 
I 113 l 天記久号漬本山・袋が台員1号墳 l 

託23 I N4 3 4 

l 員b J 
DE27 12 1 将軍山古墳武良内2号墳 N6 3 

1 
＇ 

I 117 I 

DE29 I N8 → DES類

I 匹 .. → .I 
DE31 I 鉄砲山古墳 NlO I 円山3号墳， 

＇ 
I NII I i 

L DEDE43 42 
I 

2 

N12 —●4類

Nl3 

DE44 l 2 
北門1号墳円山3号墳

鉄砲山古墳

N14 I 

I 1115 I 

＇ ＇ 
【9地点］

DE46 l ●t 2 
【J地点】 M2 3 

I JI ， 1 斬簸筆武古良＂蔭内云1号で墳` 面` l .. ＇ M5 I 
J2 8 4 
J:I ' 

l鰤
?~ ＿：子雌鋼芍墳・可斬屋直敷古―謂1 

J4 l Ml I 

＇ “ 3 9 鰤 9→ rnn置置置

J) 5 【TF地点】

“ 
, 

＇ 
I~Tfl .... , 

J9 I TF2 → DES類

JIO & '" I 
JII I TF4 → DE44類

--.12 

＇ 
【P地点】

J13 I 

【A・FS地点】 I Pl 紐古山墳倉・1白号山墳2号墳 l 
は P2 3 山倉1号墳
FS1 l I ” "" ？ 

＇ 
P4 山倉1号墳

FSJ I ... 山倉1号頂... l P6 2 山倉1号墳
FS5 I Pl a" 巧躙

玲 → P8 山倉1号墳
FS7 1 I P9 I 

＂＂貴I "!'$TO I P11 I 
2, (2号墳） I Pl 3 .,. 

I P13 I 
2, (2号墳） I I P： 14 ... 1 

凡例

※生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目の種類と、その出土地点を示す。

※刷毛目番号は、各地点名の後に通し番号を付けた。DE地点なら DEl 、 DE2、 DE3 ・・• •のように 。

※縦軸は各地点毎の刷毛目番号（重複番号は表中に記載）、横軸はその出土地点を示す。

※表中の数字は確認個体数を示す。残存状況に関係なく、報告品は破片でもカウントしている。

※「一致古墳」は、当該刷毛目で調整された埴輪が出土した古墳を示す。

＇ 
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そのうち28種類、つまり 30%の類型の供給古墳が判明している。

4. 生出塚窯産埴輪出土古墳の刷毛目データベース

生出塚窯産埴輪が出土した各古墳のデータベースを表 3・図13にバックデータとして示して

ある。生出塚データベースとの一致状況は、図 3・表 3・図13に整理してあるが、若干補足説

明を加えておく 。

固3下の一致刷毛目は生出塚遺跡との一致を示したものだが、 MO1 (南大塚 4号墳A類）

とKG1 (小沼耕地 1号墳A類）は古墳間での一致を示している。また、表 3には生出塚遺跡

以外の窯、あるいは異なる系統との共伴関係もわかる限り示した。例えば、二子山古墳では桜

山窯G類、中の山古墳では末野窯A類が認められ、法皇塚古墳では下総梨円筒（千葉県印廂村

大木台 2号墳A類＝我孫子市中峠北 1号墳A類）と生出塚系統が共伴している状況を確認して

いる。なお、山倉 1号墳出土埴輪は、小橋によってA~L類の12種類の刷毛目が確認されてい

る（小橋2004)が、 C・L類はB類の一部である可能性が高いと判断した。また、 G類は類型

として設定するのが難しい。そのため、残る 9種類を、生出塚p1類 （山倉A類）、生出塚P

2類（山倉B類）、生出塚p3類（山倉D類）、生出塚P4類（山倉E類）、生出塚p5類（山

倉F類）、生出塚p6類 （山倉H類）、生出塚p7類（山倉 I類）、生出塚p8類（山倉 J類）、

生出塚pg類（山倉k類）として生出塚データベースに登録した。

5. 刷毛目共通類型の設定と特徴把握

生出塚遺跡、及び生出塚窯産埴輪の供給古墳における刷毛目データベースを踏まえ、次には

刷毛目共通類型の設定を行う 。なお、埼玉古墳群に供給された生出塚窯産大型品の刷毛目共通

類型の設定とその変遷に関しては既に示しているが（城倉2007b)、ここでは小型品、及び埼

玉古墳群以外の供給古墳出土埴輪も含めて類型設定を行う 。以下では、図 4の類型設定図をも

とにして主要な類型を中心に議論を進める。ところで、本来ならば全個体の属性情報を提示す

べきだが、紙幅の都合があるので総合的なバックデータの提示は改めて行うこととし、ここで

はできるだけ記述によって刷毛目共通類型の諸特徴の共通性を明示する。

DES類型はA~Cに細分できる。DE8A類型はN地点30号窯で焼成された 3条 4段の円

筒埴輪で、供給古墳は判明していない。寸胴気味に立ちあがる器形、 2稜を作り出す幅広い突

帯、若干右上がり気味タテハケの外面調整、内面密なナナメハケの後に、口縁部のみストロー

クの長いヨコハケを施す内面調整などの特徴が共通する。

DE8B類型は 4条 5段の円筒埴輪で、瓦塚古墳に供給されたことが判明している。寸胴気

味に立ちあがる器形、 2稜を作り出す幅広い突帯、若干右上がり気味タテハケ調整、内面密な

ナナメハケなどの特徴が共通する。

DE8C類は第 1段が低い 5条 6段の円筒埴輪で、新屋敷25号墳で共伴するM6B類型と酷
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似し、 M6B類型と同じく二子山古墳に供給されたことが判明している。新屋敷25号墳 ・ニ子

山古墳における DE8C類型とM6B類型の共伴関係からすると、二子山古墳と瓦塚古墳の埴

輪が近接した時期に製作されたことがわかる。24号窯出土品は焼台として使用されたため焼け

歪んでいるが、短い突帯間隔で寸胴気味に立ちあがる器形、 2稜を作り出す幅広い突帯、内面

密なナナメハケなどの特徴が共通する。

DES類型は、 A~Cに細分できる。DESA類型は比較的第 1段が長い 2条 3段の円筒埴

輪で、北門 1号墳に供給されたことが判明している。なお、生出塚FS地点8号窯出土のDE

SA類型に比べ、北門 1号墳のDE5 A'類型は寸胴で、若干型式的距離がある。DESA類

型は、スリムな器形で立ち上がり口縁部が開く器形、突出度低い 2稜突帯、丸みを帯びた口縁

部、底部調整などの特徴が共通する。さらに、DESA類型はいずれも内面調整が右上がりの

ナナメハケで、左利きエ人の手によるものと想定される。一方、 DE5 A'類型は、底部から

口縁部まで寸胴気味の器形、幅が広めの突帯、つまみ上げるシャープな口縁部、底部調整など

の特徴が共通する。内面調整は基本的に左上がりのナナメハケで右利きエ人が想定できる。

DESB類型は 6条以上の大型品で、 DESC類型の双脚男子人物埴輪とセットになる類型

である。底部がハの字形に開いて踏ん張りながら口縁部に向けて寸胴に立ちあがる器形、急激

に折り返して開く口縁部、突出度の著しく低い貧弱な突帯、ヨコハケの内面調整が共通する。

DESB類型は後述する DEl6類型とプロボーションや調整が酷似し、ともに鉄砲山古墳に供

給されたことが判明している。DESC類型もおそらく鉄砲山古墳に供給するために製作され

たものの、何らかの理由で焼成後に廃棄されたものと考えられる。ところで、 DESC類型に

関して言えば、北門 1号墳に供給されたDE5 C'類型の双脚人物は明らかに小型・粗雑品で、

小型円筒のDESA類型 ・DE5 A'類型の関係と同様な状況を示している。

DE6類型は、 A~Cに細分できる。DE6A類型は 2条3段の円筒埴輪で、供給古墳は判

明していない。若干長い第 1段で緩やかに開く器形、 2稜を作出する突帯、内面密なナナメハ

ケ、折り返すようにして整形する口縁部などの特徴が一致する。 しかし、図示したS004では

内面に 4本線のヘラ記号、 2101は内面に円のヘラ記号があり、突帯・ロ縁部の形も異なること

から複数工人の作品を含むと考える。それにも拘わらず、器形が酷似している点を注意してお

きたい。

DE6B類型は 3条4段の円筒埴輪で、供給古墳は判明していない。 DE6A類型を大型に

した器形で、 2稜を明瞭に作出する突帯、内面密なナナメハケ、緩やかに開く口縁部などの特

徴が共通する。内面に 2本線のヘラ記号が認められる個体が多い点も特徴である。

DE6C類型は 4条 5段の円筒埴輪で、奥の山古墳に供給されたことが判明している。第 1

段が低めで全体が緩やかに開く器形、 2稜を明瞭に作出する突帯、内面密なナナメハケ、折り

返しの強い口縁部などの特徴が共通する。

DEl類型はDE地点 1号工房に一括廃棄された細身の 3条 4段の円筒埴輪だが、窯での出
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土は確認しておらず、供給古墳も判明していない。スリムな器形、断面台形の突帯、密なナナ

メハケの後にヨコハケする内面調整、外面最上段に施された波状ヘラ記号など細部の特徴まで

が共通する均質な個体群である。

D El6類型は、 DE地点18号窯で焼成された寸胴な 5条 6段の円筒埴輪で、鉄砲山古墳に供

給されたことが判明している。若干底部がハの字状に踏ん張りながら寸胴に立ちあがる器形、

低平な突帯、縦長の透孔、密なナナメハケが口縁部に向かってヨコ方向に変換していく内面調

整、受け口状を呈して急激に開く口縁部などの特徴が酷似する。

DE9類型は、 A・Bに細分できる。DE9A類型は 3条4段の円筒埴輪で、愛宕山古墳に

供給された類型である。生出塚DE地点21・22号窯で一括焼成された埴輪群と愛宕山古墳出土

品を比べると、ヘラ記号の有無と法量に差異があるため、 DE9A類型 ・DE9A'類型に細

分した。 しかし、寸胴気味で緩やかに開く器形、ナデ幅が広く低平な突帯、横長の透孔、内面

密なナナメハケなどが共通する。一方で、 DE9 A'類型は器高が低く、ヘラ記号がないのに

対して、 DE9A類型は若干器高が高く、全個体に「田」の字形の特徴的なヘラ記号が施され

ている。DE9A類型は出土状況から一回の窯詰め単位と考えられるが、 DE9 A'類型は窯

詰め単位が異なり、あるいは製作に時間差があった可能性もある。

DE9B類型は 4条 5段の円筒埴輪で、将軍山古墳に供給された類型である。最上段が短く

設定され寸胴に立ちあがる器形、ナデ幅が広く低平な突帯、横長の透孔、内面密なナナメハケ

などの特徴が共通する。

D El2類型は 4条 5段の円筒埴輪で、奥の山古墳に供給されたことが判明している。口縁部

まで寸胴に立ちあがる器形、やや下膨れ気味の台形突帯、段間上側に穿孔される小さめの透孔、

内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

D El3類型は、 A・Bに細分できる。DE13A類型は 2条 3段の円筒埴輪で、小沼耕地 1号

墳に供給されたことが判明している。スリムな器形、ナデ幅が広く低平な突帯、大きめの透孔、

緩やかに開き若干受け口状を呈する口縁部、ストロークの長いナナメハケの内面調整などの特

徴が共通する。

D El3B類型は 4条 5段の円筒埴輪で、奥の山古墳に供給されたことが判明している。第 1

段が低く設定され全体が緩やかに開く器形、ナデ幅が広く低平な突帯、段間上側に穿孔される

透孔、受け口状を呈する口縁部、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

D El9類型は、 A・Bに細分できる。DE19A類型は 2条 3段の円筒埴輪で、供給古墳は判

明していない。確認個体数は限られている。

D El9B類型は 4条 5段の円筒埴輪で、奥の山古墳に供給されたことが判明している。最上

段が短く設定される寸胴な器形、丸みを帯びた突帯、やや受け口状を呈する口縁部、内面口縁

部付近のストロークの長いヨコハケ調整などの特徴が共通する。

D El7類型は19号窯で焼成された 2条3段の円筒埴輪で、供給古墳は判明していない。比較
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的寸胴な器形、ナデ幅の広いずんぐりした突帯、段間中央に穿孔される横長の透孔、折り返し

て端部をつまみ上げる口縁部、底部に顕著なヨコハケとナナメハケの内面調整などの特徴が共

通する。

D E27類型は、 A・Bに細分できる。DE27A類型は、 DE5類型を焼成していたA地点

14・15号窯でも出土している 2条3段の円筒埴輪を含み、武良内 2号墳へ供給されたことが判

明している。A地点14・15号窯 9や武良内 2号墳 1の個体のように、透孔が著しく大きく、内

面口縁部付近に 3本線の特徴的なヘラ描きを施すなど特徴が共通する一群がある一方で、その

ような特徴を有さない個体もある。しかし、比較的寸胴な器形、ナデ幅が広く低平な突帯、段

間に大きく穿孔された透孔、内面密なナナメハケなどの基本的な特徴は共通する。

D E27B類型は 4条5段の円筒埴輪で、将軍山古墳に供給されたことが判明している。DE

27類型と DE5類型が14・15号窯で共伴する事実から、将軍山古墳と鉄砲山古墳の埴輪が北支

台において近接した時間に製作されたことがわかる。比較的寸胴な器形、ナデ幅が広く低平な

突帯、大きめの透孔、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

D E44類型は、 A・Bに細分できる。DE44A類型は、 20号窯で焼成された 2条3段の円筒

埴輪で、北門 1号墳に供給されたことが判明している。確認個体数は限られている。また、 D

E44B類型の人物埴輪は、 DE5 C'類型と同じく北門 1号墳に供給された人物埴輪である。

また未報告のため図示していないがDE44類型の 3条4段の円筒埴輪は円山 3号墳に供給され

たことが判明している。さらに、 DE44の刷毛目は、鉄砲山古墳の破片中にも存在しており、

D E44類型の大型品は鉄砲山古墳へ供給されていた。DE5類型 ・DE44類型が、鉄砲山古

墳・北門 1号墳で共に共伴する点は、両古墳の埴輪の製作時期が近いことを示すと考える。

J 1類型は、生出塚遺跡で最も古い様相を示す 2条3段の円筒埴輪で、武良内 1号墳へ供給

されたことが判明している。J1類型は25・26号窯で焼成されているが、 W地点34-38号窯で

も同一の類型が焼成されている。なお、 J1類はスリムな器形と若干広がり気味の器形の 2タ

イプで細分したが、基本的な特徴は共通している。緩やかに立ちあがる器形、突出度が高い台

形の突帯、比較的小さい透孔、折り曲げるようにして整形した口縁部、ストローク長いナナメ

ハケの内面調整などの特徴が共通する。

J 2類型は、 A-Dに細分できる。J2A類型は 2条3段、 J2 B類型は 3条4段、 J2 

C・J 2 D類型は大型多条の円筒• 朝顔形埴輪である。J2類型は J地点25・26号窯で焼成さ

れているが、 J1類型と同じ<w地点34-38号窯でも同一類型が焼成されている。

J2A類型は、第 3段が長めの器形、突出度高い台形突帯、折り曲げて受け口状を呈する口

縁部、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

J 2 B類型は、寸胴な器形、突出度の高い台形突帯、折り曲げる口縁部、小さい透孔、スト

ロークの極めて長い特徴的なタテハケの内面調整などの特徴が共通する。

J3・J6・J7・J10類型は、いずれも25・26号窯で焼成された 2条3段の円筒埴輪であ
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図4 生出塚窯産埴輪の諸類型①
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図4 生出塚窯産埴輪の諸類型②
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図4 生出塚窯産埴輪の諸類型③
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図4 生出塚窯産埴輪の諸類型④
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図4 生出塚窯産埴輪の諸類型⑤
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図 4 生出塚窯産埴輪の諸類型⑥
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る。

Wl類型は、 A・Bに細分できる。WlA類型は 2条 3段の円筒埴輪で、供給古墳は判明し

ていない。確認個体数は限られている。

Wl B類型は 4条 5段の円筒埴輪で、天祥寺裏古墳へ供給されたことが判明している。最上

段が長く設定され全体が緩やかに開く器形、突出度が非常に高い台形突帯、若干縦長の小さい

透孔、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

W4類型は、 A-Cに細分できる。W4A類型は 2条 3段、 W4B類型は 3条4段、 W4C 

類型は 4条 5段の円筒埴輪である。W4A類型はN地点30号窯でも同一類型が焼成されている。

なお、 W4C類型は天祥寺裏古墳へ供給されたことが判明しているが、他類型の供給先は不明

である。

W4A類型は、第 2段が狭く寸胴気味に立ちあがる器形、突出度の低い台形突帯、大きめの

透孔、折り返して開く口縁部、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

W4 C類型は、全体が明らかな資料がないものの、第 1段が短く設定され緩やかに開く器形、

突出度の高い台形突帯、緩やかに開く口縁部、内面口縁部に顕著なヨコハケなどの特徴が共通

する。

N29号窯類型は、 N地点29号窯を切り込む土坑から出土した新しい埴輪群で、幾つかの刷毛

目を含むが形態・技術が酷似するため、 一括して類型化した。第1段がかなり長いスリムな 3

条4段の円筒埴輪である。N2類の刷毛目をもつ個体は多摩川台 1号墳に、 N3類の刷毛目を

もつ個体は大境 9号墳・袋台 1号墳・久本山古墳に供給されたことが判明している。第 1段が

長いスリムな器形、ナデ幅広く低平な突帯、上下突帯のナデを切って穿孔される透孔、横方向

に近いナナメハケの内面調整、顕著な底部調整などの特徴が共通し、多くの個体の内面口縁部

付近に X印のヘラ記号が施されている。なお、円山 3号墳に供給されたNlO類型もほぽ同じ特

徴をもつ埴輪群である。

N4類型はA-C類型に細分できる。同じ <N地点29号窯を切り込む溝から出土した新しい

埴輪群で、 N4A類型は 2条3段の円筒埴輪、 N4B類型は大型多条の朝顔形埴輪、 N4C類

型は双脚人物埴輪である。N4A類型は、 DES・DE44類型と一括してTF地点に廃棄され

ていた類型である。N4C類型は、透孔が高い位置に穿孔され、器台突帯が低いという特徴か

ら見て、後述する山倉 1号墳に供給された P5B類型と近い時期に製作されたと考えられる。

N6類型は、 N地点30号窯で焼成された 4条 5段の円筒埴輪である。前述したDESA類型

と同じ窯で焼成されており、瓦塚古墳に供給された類型の可能性が高い。寸胴に立ちあがる器

形、突出度の高い台形突帯、内面密なナナメハケなどの特徴が共通する。

M6類型は、 A・Bに細分できる。M6A類型は 2条 3段の円筒埴輪で、側ヶ谷戸11号墳に

供給されたことが判明している。28号窯の灰原炭化層出土のM6A類型の内面に格子状の特徴

的なヘラ記号が認められ、側ヶ谷戸11号墳のほとんどの個体にもこのヘラ記号が認められる。
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各段が均等に設定された比較的寸胴な器形、ナデ幅が広く突出度高い突帯、大きめの透孔、折

り返す口縁部などの特徴が共通する。28号窯で生産された一括品と考えられる。

M6 B類型は 5条 6段の大型円筒埴輪で、 二子山古墳に供給されたことが判明している。先

述したDE8C類型と酷似した特徴を有し、二子山古墳・新屋敷25号墳でDE8C類型と共伴

する。

MOl類型は、南大塚4号墳 ・JII EEi谷ひさご塚古墳・西原古墳・弁天塚古墳に認められる類

型である。現状では生出塚窯に一致する刷毛目を見出せないが、明らかに生出塚産埴輪の特徴

を有しており、生出塚最終段階の生産品と考えている。MOl類型は、 2条 3段のMOlA類

型と 3条4段のMOlB類型に細分できる。MOlA類型は、第1段が長くスリムな器形、ナ

デ幅が広く低平な突帯、緩やかに立ちあがる口縁部、内面密なナナメハケ、底部調整などが共

通する。

MOlB類型は、条数は異なるもののMOlA類型と諸特徴が酷似する。

P 1 ~ 9類型は山倉 1号墳に供給された類型である。山倉 1号墳出土埴輪の分析において、

既に詳細な同工品分類が行われており、各エ人によって工具が占有されていた状況が確認され

ている （小橋2004)ので、諸特徴の記述は省略する。p1類型は、白山 2号墳・日向古墳にも

供給された 2条 3段の円筒埴輪である。P2B類型 ・P12類型は、生出塚窯最終段階に製作さ

れた大型多条品だが、現在のところ供給先は判明していない。P5B類は山倉 l号墳に供給さ

れた双脚人物埴輪である。生出塚遺跡における双脚人物埴輪の変遷に関しては、 ①小型化する、

②透孔の位置が高くなる、③器台突帯が低くなる、の 3点の方向性を示したが （城倉2009)、

P5B類型は生出塚遺跡において最も新しい様相を示す。

以上、生出塚窯産埴輪の刷毛目共通類型を設定した。各類型の中には明らかに同工品と判断

される個体群がある一方で、複数工人が関与したと考えられる類型もある。しかしながら、形

態 ・技術的特徴からすれば、刷毛目共通類型内の型式的距離は極めて近い。刷毛目共通類型は、

近接した時間の限られたエ人によって製作されたと判断できる。

6. 生出塚遺跡における遺構分析

ここまでの検討で生出塚窯産埴輪の刷毛目共通類型を設定したが、次には遺構の切り合いか

ら各類型の前後関係を明らかにする。それにはまず、生出塚遺跡における埴輪窯の分析を行う

必要がある。以下、地点毎に検出した窯の状況を概説した後、窯の群構成と切り合い関係を検

討する。なお、各地点の実測図については図 5・6に示した。

具体的な分析に入る前に、生出塚遺跡の埴輪窯の特徴を概略しておく 。生出塚遺跡の埴輪窯

は、急斜面に構築された窯ではなく、緩やかな起伏を持つ台地上に築窯された点に特徴がある。

傾斜地を利用できないため、まずは灰原を竪穴状に深く掘り下げてから、そこから窯本体をト

ンネル状に掘り抜いて構築される。また、 1基の窯は比較的短い時間で放棄され、既存の灰原



22 

、f , lfm 

M・A地点

図5 生出塚遺跡北支台の埴輪窯

を利用して新しい窯が奥に向かって築造されていく 。つまり、 DE地点24号窯の単基形態が基

本的な窯のあり方で、灰原を共有しながら次々に窯を構築することで結果として八手状の窯遺

構が形成されたのである。実際に八手状の支群にはすべて時間差を伴う切り合い関係が認めら

れ、 1つの支群でも同時期に稼働したのは基本的に 1基だったと考えられている。

今、単基窯として完存する24号窯の法量をみると、全長8.3m、焼成部長3.3m、焼成部最大

幅1.76m、窯尻幅l.Om、焚口幅1.16m、燃焼部長1.24m、燃焼部幅1.6mになる。これを基本

形態とする窯が次々に同じ灰原を共有して築窯され、支群は形成される。つまり、生出塚遺跡

における 1つの支群内の窯相互の物理的な前後関係を検討し、窯体から出土した埴輪を抽出し

ていけば、埴輪の型式変化を遺構の切りあいという物理的前後関係から把握できる。では、具

体的に窯の検出状況を見ていく 。

【FS地点】 （図5)

FS地点では12基の窯を検出している。このうち、 1・2・6号窯は北側のM・A地点で検

出されている14・15・27・28号窯と一連の窯である。その 3基を除いた 9基が 1つの支群を構
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P地点

※TF地点は粘土採掘坑のみ検出

汀ヽ ， lfm 

図6 生出塚遺跡南支台の埴輪窯

成する。その切り合い関係から、 5→12・7・11→ 10→ 9→ 3→ 4→ 8号窯の変遷が確認され

ている。

【M・A地点】（図5)

M・A地点では 5基の窯を検出している。北側に存在する13号窯を除く 4基と、 FS地点

1・2・6号窯は 1つの支群を形成する。 遺構の切り合い関係から、 28→ X 

→ 14→ 15→ 27→ 1→ 2→ 6号窯の変遷が確認されている。なお、 X窯は28号窯の北側に存在し

た可能性が高い窯である。

【DE地点】（図 5)

DE地点では 9基の窯と 1つの工房を検出している。 1号工房から出土した埴輪は、いずれ

も床面から浮いている状態で出土しており、いずれも廃棄されたものである。 3条 4段のスリ

ムな円筒埴輪 (DE1類型）が出土しているが、その焼成地点は不明である。また、 24号窯の

みは東側に単基窯として存在している。残る 8基は 1つの支群を構成するが、遺構の切り合い

関係から、 19→23→ 21→ 22→ 18→ 16→ 20→ 17号窯の変遷が確認されている。
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【］地点】 （図 6)

J地点では 2基の窯を検

出している。両窯はそれぞ

れ2回ずつの焼成単位が確

認され、さらに両窯で接合

関係にある個体も出土して

おり、かなり近接した時期

に稼働した 2基の窯である。

遺構の切り合い関係から、

25→ 26号窯の変遷が確認さ

れている。

【N地点】 （図 6)

N地点では東西に 2基の I FS地点

tS)~ 笠

A・D群 28→ X→ 14→ 15→ 27→1→2→6号窯

B群 5→ 12・7・11→ 10→9→3→4→8号窯

c群 19→ 23→ 21→ 22→ 18→ 16→ 20→ 17号窯

窯を検出している。29号窯 図7 生出塚遺跡北支台の支群構成

は後述するW地点32・33号窯と一連の窯と考えられる。しかし、 29号窯を切る形で掘られた溝

に生出塚窯最終段階の新しい埴輪が一括廃棄されているため、窯の帰属年代を確定するのは難

しい。検出状況からすると、 32・33号窯に続けて築窯された可能性が高い。また、 29号窯に捨

てられた埴輪に関して、山崎は34-38号窯で作られた製品が捨てられた可能性を指摘するが、

型式学的特徴からして北支台の最終段階の埴輪か、あるいは P地点で製作された埴輪が廃棄さ

れたものと考える。一方、 30号窯に関しても山崎は J地点25・26号窯に継続して築窯された可

能性を指摘するが、 30号窯で瓦塚古墳並行の埴輪が焼成されており、 25・26号窯直後とするに

は型式学的ヒアタスが大きい。そう考えると、 W地点からの33→32→ 29→ 30窯という一連の支

群に位置付けるべきと考える。

【W地点】 （図 6)

w地点では、 7基の窯を検出している。前述した32・33号窯はN地点29・30号窯に先行し 1

つの支群を形成する窯である。一方、他の 5基は別の支群を形成するが、 32・33号窯と同じ刷

毛目共通類型が存在することからも両支群は近接した時期に存在した可能性が高い。なお、南

側の支群は遺構の切り合い関係から、 37→34→ 36→ 35→ 38号窯の変遷が確認されている。

【P地点】 （図 6)

P地点では、 3基の窯と 1つの作業場を確認している。作業場は39号窯の埋土と一緒に埋没

しており、 39号窯に密接な関係がある施設と考えられる。なお、この支群は遺構の切り合い関

係から39→31→ 40号窯の変遷が確認されている。

以上、生出塚遺跡で検出されている40基の窯の概要を示した。



各群の変遷順序

E群 25→ 26号窯

F群 33→ 32→ 29→ 30号窯

G群 37→ 34→ 36→ 35→ 38号窯

H群 39→ 31→ 40号窯
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P地点
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図8 生出塚遺跡南支台の支群構成

7. 遺構の切り合いからみた窯体出土 2条突幣円筒埴輪の変遷

概略した40基の窯の支群構成と切り合い関係を模式的に示したのが図 7・図8である。

まず、北支台では、 AD群 ・B群 ・C群の大きく 3つの支群が存在する。 3つの支群は生出

塚遺跡の埴輪生産の最盛期にあたり、重複して稼働している。一方、南支台では、 E群 ・F

群 ・G群 ・H群の大きく 4つの支群が存在する。中でも、 E群 ・F群 ・G群は生出塚遺跡にお

いて最も古い様相を示す。それに対して、 H群は31号窯が山倉 1号墳の供給窯であったように、

生出塚遺跡で最も新しい様相を示す。そのため、山崎武は、 E群 ・F群 ・G群と H群の間の型

式学的ヒアタスを埋める未知の窯が南支台に存在する可能性を指摘する。しかし、後述するよ

うにその間の時期に北支台のAD群 ・B群 ・C群の資料を当てはめると、そのヒアタスが完全

に解消される事実は偶然とは思えない。結論を先に述べれば、生出塚遺跡に活動した集団は、

複数箇所に分かれて製作作業をしたのではなく、南支台→北支台→南支台と生産拠点をある程

度集約させつつ場所を変えて製作していたと考える。

では、その具体的根拠を示そう 。まず、生出塚窯全体の編年を窯の切り合い関係をもとにし

て確立する。それには中型品・大型品は分析に適さない。全ての窯で出土する 2条突帯円筒埴

輪を対象とする。さらには、捨場などの出土品を排除し、あくまでも窯体から出土した個体を

扱う 。発掘によって、生出塚遺跡の 1つの窯はかなり短期間の使用の後に放棄され、次の窯が

切りあいを持って築窯される点がわかっているので、窯体出土の 2条突帯円筒埴輪を対象にす
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南支台 北支台 南三支台
IE群

I Z・半則-こ・ 

笈

泌 'ヽ"' ※発掘調査成果に基づく窯の前後関係と

期]
埴輪の型式から設定した窯の変遷表。

※単独窯の24号窯は1I期後半。

II :;:;: -半月9」
※窯の物理的前後関係と、埴輪の型式

変化の方向性は概ね整合的。

期 ~^ 阻 ※14・15号窯と27号窯のみは、埴輪の

特徴から前後関係を入れ替えた。

皿 .前-半~. 
※埴輪の特徴からすると、 27・28号窯

と14・15号窯は、それぞれセットで

期 -後芭 稼働した窯と判断される。

= 

I期前半 I期後半

, ※全個体の高さを統一して比較
2501 2610 2504 2611 3643 3401 

lI期前半

3004 2852 14/15-9 1903 1905 1902 2101 

皿期前半 皿期後半

0403 0807 2002 1601 3101 GOOl 3103 

図9 窯の前後関係と 2条突帯円筒埴輪の変遷
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れば極めて高い精度で編年が確立できる。

今、窯体内から出土した完形の 2条突帯円筒埴輪を抽出し、遺構の切り合い関係と対応させ

たのが、図 9である。生出塚遺跡出土の 2条突帯の円筒埴輪は、 I期～皿期に編年でき、各期

に前後 2段階を想定できるので、都合 6段階の変遷過程を把握できる。

まず、 I期は他の時期と直接切り合い関係のある遺構は存在しないが、］地点 ・W地点の窯

が該当する。両地点は同一の刷毛目共通類型が存在することから考えても、近接した時期に稼

働していたとみて間違いない。その中でもW地点出土埴輪は］地点の埴輪に比べて、最上段が

短いなど明らかに新しい特徴を持っている。そして、 W・N地点のF群で最も新しく位置付け

られる30号窯で、瓦塚古墳に供給された埴輪と同じ刷毛目をもつDESA類型が焼成されてい

る点は注目すべきである。DES類型の中では、前述したようにDESC類型がM6B類型と

同じく二子山古墳に供給されていた。一方、 DESB類型は、瓦塚古墳に供給された事実を確

認しており、 DESA類型を焼成した30号窯は二子山古墳・瓦塚古墳段階に位置付けられる。

さらに、 二子山古墳のM6B類型の小型品であるM6A類型は、側ヶ谷戸11号墳に供給された

類型だが、北支台AD支群の最も古い28号窯で焼成されていた。つまり、南支台E・F・G群

の最も新しい窯と北支台AD群 ・B・C群の最も古い窯の埴輪はほぽ同時期ということになり、

I期の南支台と Il期の北支台が極めて整合的に接続する。DES類の刷毛目が南北の窯で共通

するように、南支台30号窯から北支台28号窯へと、エ具の移動も含めて連接することは確実で

あろう 。また、 Il期が二子山古墳・瓦塚古墳という埼玉首長墓への生産供給を契機として、北

支台に生産拠点を移して開始された可能性が高い点は重要である。

次に、 Il期から皿期にかけての変化は、 AD群 ・B群 ・C群という 3つの大型支群内での切

り合い関係から正確に把握できる。30・28・14・15号窯の 2条突帯円筒埴輪に比べて、 19・21

号窯の 2条突帯円筒埴輪は明らかに第 1段が長く、最上段が短い。さらに、 B群最終段階の

4・8号窯出土品はいっそうスリム化し第 1段が長くなる。この時期は、埼玉古墳群の鉄砲山

古墳にDE5類型 ・DEl6類型が供給される時期で、この画期をもって皿期とする。Il期後半

～皿期前半ではDE5類型がAD群 ・B群 ・C群の全てで確認できるように、この時期は 3支

群が同時期に稼働する生産の最盛期といえる。

皿期後半では、北支台で最も新しい時期まで稼働する C群の16・20号窯出土品が注目される。

B群の 4・8号窯出土品に比べて、この時期の 2条突帯円筒埴輪は急激に寸胴化 ・スリム化・

軽量化し、第 1段が著しく長くなる。そして、この16・20号窯製品と全く同じプロポーション

を呈するのが南支台H群出土品である。南支台H群はまさに生出塚窯最終段階に生産された埴

輪で、北支台C群から南支台H群に整合的に生産が接続する。この時期に南支台29号窯に一括

廃棄された最終段階の埴輪に、北支台のDE5類が入っていることも偶然ではない。最終段階

において、生産拠点が北支台から南支台へと再び移動した際に、北支台皿期前半の生産品を焼

き台として利用し、それを廃棄したものだろう 。
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以上のように窯体から出土した 2条突帯円筒埴輪の変遷を、窯の切り合いから位置付けた。

それによって、生出塚遺跡における生産が同時期には極めて集約した場所で行われながら、南

支台→北支台→南支台と生産拠点を移動していた点が明らかになった。それをまとめたのが、

図9上の表である。

また、窯の切り合い関係によって把握した 2条突帯円筒埴輪の変遷は、従来から指摘されて

きた型式変化の方向性とも極めて整合的である。すなわち、 ①第 1段が長くなる、 ②第3段が

短くなる、 ③器形が寸胴化しスリムになる、 ④最終段階では底部調整技法が行われる、などで

ある。山崎武が数値化によって導き出そうとした変遷観（山崎2000)は、生出塚窯産埴輪に関

して言えば、まさに的を射た分析だったと 言える。 しかし、実は寸胴化 ・スリム化 ・軽量化が

急激に加速するのは、図 9を見ても明らかなように皿期後半である。ゆっくり形態が変化した

というよりも、 m期後半における遠距離供給の必要性からこのような急激な変化が起こったと

考えるのが合理的である。

8. 生出塚窯産円筒埴輪の系列と編年

ここまでの分析で、生出塚遺跡出土 2条突帯円筒埴輪を遺構の変遷を踏まえ、 I期～皿期、

合計6段階に編年した。さて、生出塚窯産埴輪の中型品 ・大型品系列に関しては既に編年案を

示し、両者の製作に関わる集団に緩やかなグループ差があった点を指摘したところだが（城倉

2007b)、窯の切り合いと 2条突帯円筒埴輪の絹年を考慮に入れれば、生出塚遺跡の小型品 ・

中型品・大型品の全体編年が可能になる。

今、刷毛目データベースに基づいて設定した刷毛目共通類型を、窯の切り合い及び2条突帯

円筒埴輪の編年を踏まえ、総合的にまとめたのが図10である。中型品 ・大型品ともに焼成した

窯はほぽ特定されているのに加え、 2条突帯円筒埴輪と一致する刷毛目を持つ類型がほとんど

なので、整合的に 6段階編年を確立できた。図10左には小型品系列、中央には中型品系列、右

には大型品系列を位置付け、一番右に刷毛目共通類型と刷毛目一致古墳を記載した。なお、小

型品のうち、枠で囲んでいるのは大型品系列と刷毛目が一致する類型である。

さて、編年図から明らかなように刷毛目共通類型は基本的に極めて近接した時間幅しか存在

しない。切り合い関係でかけ離れた窯では決して存在しないし、刷毛目共通類型内でも型式的

に距離のある埴輪はほとんど存在しない。例外的にDE5類型は型式的に若干距離のある個体

を含み、窯体での存在時間幅も若干長い。 しかしそれも、 DE5類の刷毛目が北支台の全ての

支群で確認できるように、おそらくは兄弟工具が存在し、複数のエ人が製作に関与したことに

起因する距離と考えられる。つまり、姥ケ沢埴輪窯・桜山埴輪窯の分析で確認したように （城

倉2010b)、刷毛目エ具は世代を超えて利用されることはなく、基本的に近接した時間の限ら

れたエ人によって使用されたと 言えるだろう （註 4)。さらに、生出塚遺跡において窯の切り

合い関係によ って型式学的距離を確認している類型相互が、 1つの古墳で共伴する事例は一例
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たりとも確認していない。この事実は、埴輪生産が古墳築造に伴うプロジェクトの一環として

その都度行われており、在庫品などが供給されることはなかった事実を示している。次々と発

注が入ってくるプロジェクトに、その都度対応していたと推察される。また、生出塚窯製品が

埼玉古墳群の供給古墳のいずれにも追加樹立されていない点も、生出塚遺跡の分析から断言で

きる。以上までの状況証拠を積み重ねてくると、特定の刷毛目共通類型は特定の時期だけに帰

属することがわかる。つまり、図10右で記載している刷毛目の個体が新しく出土すれば、確実

にその年代が位置付けられることになる。現在は全体の30%だが、今後のデータベースの拡充

によって刷毛目一致率が上がっていけば、生出塚系統の埴輪はたとえ小破片であろうとも出土

すればたちどころに生産窯と所属時期が決定できるようになるだろう 。

では、具体的に小型品・中型品 ・大型品の系列毎に絹年的枠組みを確認する。

まず、小型品系列から見てみる。小型品系列に関しては、基本的に前述した窯の切り合いに

よって判明した変遷で全ての個体の帰属が明らかである。この中で、枠線で囲んだ類型は大型

品系列と刷毛目が一致する。側ヶ谷戸11号墳に供給されたM6A類型、北門 1号墳に供給され

たDE5A類型、山倉 1号墳に供給された P5A類型、さらには未報告のため図示していない

が大境 9号墳に供給されたN3類型などである。特に、 DE5A類型 ・P5A類型 ・N3類型

が供給された古墳では、いずれも通常の小型墳では樹立されない双脚人物が出土している点が

注目される。大型の双脚人物と大型円筒埴輪の製作技術は大型品グループに属することが明ら

かである。また、大型品グループが関わったこれらの供給プロジェクトは非常に重要だった事

実が推察されよう 。なお、 MOlB類型 ・N29号窯類型などは 3条4段構成だが、これらは極

度にスリム化 ・軽量化された遠距離供給用の類型で、埼玉古墳群へ供給された中型品とは異な

るため、小型品の範疇で理解できる。皿期後半にこれら小型品が急激にスリム化・軽量化する

現象と供給圏の急激な拡大は呼応する現象と考える。

中型品系列に関しては、既にその変遷を示しているが、刷毛目が共通する 2条突帯円筒埴輪

の存在によって、初めて全体編年の中で明確に位置付けることができた。天祥寺裏古墳 ・奥の

山古墳に関しては、それぞれ I期後半と II期前半に位置付けられる。さらに、愛宕山古墳・ 将

軍山古墳に供給されたDE9類型は、 DE地点21・22号窯で焼成された点を確認した。奥の山

古墳に供給されたDE6C類型の小型品である DE6A類型が23・21号窯で焼成されているよ

うに、奥の山古墳にかなり近接して後続する時期に愛宕山古墳 ・将軍山古墳の埴輪は位置付け

られよう 。

大型品系列に関しては、南支台F群の最も新しい30号窯と北支台AD群の最も古い28号窯で

DES類型 ・M6類型が焼成されており、 II期の開始は二子山古墳・瓦塚古墳への埴輪の供給

を契機として生産拠点が北支台に移った画期をもって設定した点は前述した。一方、鉄砲山古

墳に供給されたDEl6類型は、愛宕山古墳・将軍山古墳に供給されたDE9類型が焼成されて

いる21・22号窯を切る18号窯で焼成されている。これは、 DEl6類型と酷似する DE5B類型
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小型品 ※小型品のうち枠のあるものは大型品系列と刷毛目が合致する類型

J2A類型

丁
園
]

国

図10 生出塚窯産円筒
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刷毛目共通類型 I 刷毛目一致古墳

Jl J2 J3 J6 J7 JlO I武良内 1号墳

新屋敷2次埴輪棺

Wl.W4 I天祥寺裏古墳I

大型品系列

――
 0 40cm 

I , I 

P12類型

M6 DES 

DE6.DE13B 

DE19.DE12 

DE15 

DE27.DE9 

DE17 

DE43 

DE13A 

I二子山古墳 I
側ヶ谷戸11号墳

1瓦塚古墳 I

新屋敷埴輪棺

大境 6号墳

三島神社古墳

I臭の山古墳I
井刈古項

I愛宕山古墳I
I将軍山古墳I
武良内 2号墳

小沼耕地 1号墳

稲荷塚古墳

DE5.DE16 

N4 DE44 

MO! 

1鉄砲山古墳I

北門 1号墳

弁天塚古墳

円山 3号墳

大境 9号墳

白山 2号項

N29号窯類型NlO 袋台 1号墳

Pl.P2.P3.P4.P5 P6. 南大塚4号墳

P7.P8.P9.Pl2 西原古墳

川田谷ひさご塚古墳

多摩川台 1号瑣

位置付保留類型 久本山古項

DE1.DE3.DE14. 日向古墳

DE28.DE41.M2.N6 山倉 1号墳

埴輪の系列と絹年
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の小型品DE5A類型が、 B群最終段階の 3・4・8号窯で焼成され、皿期前半に位置付けら

れる事実と符合する。さらに、 18号窯を切って築窯される16・20・17号窯ではIII期後半の小型

品を焼成しているので、 II期～皿期への編年的位置付けは極めて整合的である。

以上、小型品・中型品・大型品の変遷過程を位置付けた。小型品は全時期を通して存在する

が、中型品は II期後半、大型品は皿期前半を境に生産量が激減し、変わって皿期後半に遠距離

供給用のスリム化・軽量化された小型品が主体を占めることがわかる。

9. 生出塚窯における埴輪生産の諸段階

最後に生出塚窯における埴輪生産の変遷をまとめる。

生出塚 I期における埴輪生産は低調である。 I期前半に南支台で小規模な生産が開始され、

武良内 1号墳など近隣の小古墳に供給された。そして、 I期後半になるとW地点を中心に生産

量が増える。この時期は中型品系列が、埼王古墳群の天祥寺裏古墳へと供給されている。

生出塚II期は、前述したように埼玉古墳群の二子山古墳・瓦塚古墳への供給を契機として大

規模生産が始まる時期である。南支台は30号窯を最後に稼働が中断し、北支台に新たな拠点が

移され、北支台を中心に大規模な支群が展開する。北支台においては、 3つの支群が同時に稼

働し、 II期~ill期前半にかけて生産量が爆発的に増える。二子山古墳・瓦塚古墳・奥の山古

墳• 愛宕山古墳・将軍山古墳・鉄砲山古墳という埼玉古墳群への大型品・中型品の供給が行わ

れるとともに、中小規模墳への供給量が一気に増加する。

生出塚m期は、鉄砲山古墳への埴輪の供給を画期とする。m期前半ではDE5類型が北支台

の全ての支群で確認できるように、この時期 3支群が密接に連動し稼働していたと推察される。

図11 生出塚窯産埴輪の各期の分布

さらに、北門 1号墳など遠距離重要古墳に

大型品グループが関わって生産供給が行わ

れた。その後、 m期後半に中型品 ・大型品

の生産量は著しく減少するが、代わって極

端にスリム化・軽量化された 3条 4段や 2

条 3段などの小型品が、遠距離供給される

ようになる。弁天塚古墳・円山 3号墳・大

境 9号墳・白山 2号墳・袋台 1号墳・南大

塚 4号墳・西原古墳 ・川 田谷ひさご塚古

墳・多摩川台 1号墳 ・久本山古墳・日向古

墳・山倉 1号墳など、遠距離供給用の小型

品の生産は最盛期を迎える。なお、 m期後

半の最終段階には再び生産の中心が南支台

に移動するが、生出塚窯での生産は南支台
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H群を最後に終焉する。

以上、生出塚遺跡における I期-m期の生産段階を見てきた。今、各期の生出塚窯産埴輪の

分布範囲を示したのが、図11である。 I期で周辺にだけ供給していた状況から、 II期の生産量

増大に呼応するように分布域が拡大する。さらには皿期になると中型品・大型品の生産量が減

少する一方で、極限までスリム化・軽量化された遠距離供給用の小型品が主体になるとともに、

その供給範囲が東京湾岸にまで到達する遠距離供給を実現する。このように生出塚窯の埴輪生

産は、分布域を最大まで拡げ、突然停止するのである。

おわりに

本稿では関東最大級の埴輪生産遺跡である生出塚遺跡に焦点をあてた。窯跡と供給古墳出土

埴輪の刷毛目データベースを構築し、刷毛目共通類型を設定した。さらに、切り合い関係をも

つ八手構造という生出塚窯の特徴を活かし、設定類型の前後関係を確定した。その作業によっ

て、生出塚埴輪窯における生産を I-皿期.6段階に絹年し、生産の具体像を復原した。

I期に低調だった生出塚窯の埴輪生産は、埼玉古墳群の二子山古墳・瓦塚古墳への供給を契

機として、生産量が一気に増加し II期に最盛期を迎える。II期-m期前半にかけての埼玉古墳

群への継続的な供給によって大型品・中型品が多量に製作されると同時に、供給圏も拡大する。

ところが、 m期前半には埼玉古墳群への供給が停止し、大型品 ・中型品の生産量が激減する。

代わって小型品のスリム化・軽量化によって東京湾岸まで達する遠距離供給が実現する。そし

て、分布域を最大限まで広げた生出塚窯の埴輪生産は突然停止した。

このような生出塚窯における生産体制の変容過程は、地域社会の動向とさらには畿内政権を

も含んだ大きな列島全体の歴史的動態と密接に関わっていると考える。辛亥銘鉄剣を出土した

稲荷山古墳段階で、生出塚窯周辺で生産が行われていないのはなぜか。二子山古墳段階で爆発

的に生産量が増大し、生出塚窯が一躍地域最大規模の生産窯へと成長するのはなぜか。鉄砲山

古墳を最後に埼玉古墳群へ供給が停止するのはなぜか。小型品のスリム化・軽量化によって実

現した東京湾にまで到達する遠距離供給の後に生産が突然停止するのはなぜか。それぞれの各

期はおそらくダイナミックな歴史の動態と連動する。これらの問題については、広い視野で多

角的に考える必要がある。改めて論じる機会を待ちたい。

註

(1)刷毛目の同定であれば、破片を含めた全資料の分析が可能である。しかし、報告書作成段階で

は全出土蓋に対する刷毛目諸類の比率を出す作業も今後求められようが、物理的な作業量の限界

から、私は報告書掲載資料を分析対象とする。また、未報告資料、実見が難しい資料、全個体の

分析が未完成の資料など、本稿で取り上げる分析成果も今後の作業で更新すべきデータである点

を明記しておく 。
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(2)埴輪研究における「刷毛目」の同定は、瓦研究における「同箔軒瓦」の認定に類する作業だと

思う 。刷毛目は平面情報と立体情報を有し他人の空似は皆無で、少なくとも同一母材のエ具は確

実に把握できる。その使用状況は、埴輪の持つ諸属性の相関分析によって詰める必要があるものの、

刷毛目の同定が同砲軒瓦と同じく「生産の場」を特定する状況証拠となる点は重要である。その

意味で、窯単位の刷毛目データベースは、同箔軒瓦の型式データベースに通じるものがある。

ただし、刷毛目は出土全個体をグレーゾーンなしにいずれかの類型に帰属させる属性特徴があ

る一方で、軒瓦のような型式相互の系統関係を検討できる情報を備えていない。つまり、「刷毛目

の一致」という状況証拠を積み重ねながらも、「刷毛目共通類型」の実態を他の属性分析によって

突き詰めていく作業が求められる。本稿の作業でも、刷毛目同定と同時に分析全個体の属性情報

を記録し、それを刷毛目共通類型内で比較している。その結果として類型内に型式的に距離のあ

る埴輪が存在しない点を確認しているわけだが、その全情報を提示するのは煩瑣であるし、窯出

土資料を中心にしている以上は類型間の情報量の差は避けがたい。必然的に残存度が高い古墳出

土資料を中心に行われてきた同工品分析とは異なる分析戦略が必要となる。残存度が低く、基本

的には失敗品である窯出土品に刷毛目が一致する古墳出土埴輪を肉付けし、最も重要な形態的清

報を視覚的に提示する比較固を作成し、限定された資料の中での偏差をとりあえず据え置きし、

類型内の共通性を示そうというのがその戦略である。こうして設定した諸類型は、物理的な前後

関係を有する窯の存在によって、年代の序列を与えることができ、古墳出土埴輪の分析とは異な

る角度からの「型式間距離の把握」が可能になる。

また、この窯出土品の分析という資料上の特性からすれば、その成果を古墳出土埴輪の同工品

分析によって培われた議論とすぐにリンクするのは難しい。窯資料は古墳資料にない継続的連鎖

情報を持っているが、残存度の高い古墳資料の分析で前提となる型式内・ 型式間の「ゆらぎ」を

把握するだけの物量を保持していないためである。古墳資料の同工品分析で議論されているエ人

の製作量差、工程別・種類別の分業体制、あるいはエ人編成などの諸問題は更なる分析の蓄積を

踏まえた上で、生産地と消費地をリンクさせて議論しなければならない。本稿はそれを目指す前

段階の基礎作業として、生産地を中心とした系統識別と生産の諸段階を復原する試みである。

(3)本稿では円筒埴輪を主要な分析対象とする。形象埴輪の製作動向は稿を改めて論じる。

(4)刷毛 目共通類型は、形態・技術的特徴の共通性から近接した時間に製作されたと想定するが、

各類型の存在時間幅、あるいは存在形態は一様ではない。兄弟工具の存在からすると刷毛目共通

類型は複数工人の関与も想定されるし、逆に一人のエ人に集約される場合も考えられ、当然なが

ら刷毛目共通類型は等価な分類単位ではない。その凹凸をならすため、類型の細分化を行ってい

るわけだが、消費地の古墳における同工品類型のような安定した分類単位群とするには、残存度

の高い古墳資料の更なる肉付けが必要である。現状の資料的な制約を考えれば、エ人編成まで議

論を進めるのは時期尚早である。
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表 2・3/図12・13〈基礎データ集成〉凡例一覧

【表2】

※生出塚遺跡における遺構毎に、刷毛目 ・器種 （円筒の場合は条数）を整理した。

※刷毛目番号は生出塚遺跡の各地点名に番号を付けている。詳細は本文中の表 1を参照。

［表3】

※生出塚窯産と認定した各古墳出土埴輪の刷毛目を整理した。

※個体番号は各報告書に対応し、 「仮」とあるのは未報告資料。

※刷毛目が窯と合致する場合は 「桜山• 生出塚 ・末野」の各類型番号を記載し、窯とは合致しないものの、

特定古墳と合致する場合は古墳名に刷毛目番号を付けて記載している。なお、窯とも他古墳とも合致し

ない類型は各古墳 （あるいは古墳群）毎のアルフ ァベッ ト番号で記載した。

［図12】

※2009年4月現在の生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データ ベース。（城倉2007a)以降の調査で認識を変更し

た部分もかなりある。また、 今回は小型円筒埴輪の写真 も掲載した。個体番号は生出塚遺跡の各地点に

おける報告書を参照。

【図13]

※2009年4月現在の生出塚産埴輪の刷毛目データベース。刷毛目番号 ・個体番号は表3と対応。

※埼玉古墳群出土埴輪の刷毛目は、図12のデータベースに掲載している。

表 2 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目対応表①

個体番号 刷毛目 器種 ・条数 偲体番号 刷毛目 器種 ・条数 個体番号 刷毛目 器種・ 条数 個体番号 刷毛目 器種 ・条数

DE地点 21曇瓢 咄 DE9 3条 如 DEl9 4条

"曇霞 ZIOI DE6 2条 螂 DE9 3条 SfJll8 DE9 

1磁 DES 大型円筒 21田 DE6 2条 匹 DE9 3条 濶ゞ DE6 

I螂 DES 大型円筒 2l04 DE13 如 DE9 3条 細 DE6 4条

1総 DES 大型円筒

1800 DES 大型円筒
2岱号寡l 

DE20 4条

岬 DE9 3条

6049 DE9 3条

四 I DEl3 4条

寧 DEl3 

1610 DES 大型円筒 匹 編 寧 DE9 3条 匹 DE6 

1612 DE30 大型円筒 匹 I DE6 4条 函 I DE9 3条 畑 DEl3 4条

161• DES 大型円筒 叩 DEii 大型円筒 匹 DE9 3条 寧 DEl3 4条

1616 DES' 大型円簡 鎗嶋 如 DE9 3条 寧 DE6 4条

181? DE5 朝顔 5001 DE27 2条 紐 DE9 3条 如 DEl3 4条

"最● 匹 DE27 2条 螂 DE9 3条 細 DE6 4条

1702 DEIS 3条 細 DE6 2条 匹 DE9 3条 畑 DE6 4条

1703 DEl3 5006 DE27 2条 幽？ DE9 3条 S100 DE!3' 

lMHI a暉 DEIS 2条 匹 DE9 3条 SlOI DE27 

1如 DEl6 5条 畑 DE43 2条 SOi9 DE9 3条 SI四 DEl3 4条

1803 DE31 大型円筒 SOIO 2条 畑 DE9 3条 SI印 DE6 4条

I匹 DEifi 5条 SOIi DEIS 2条 珈 I . DE9 3条 Sl04 DE6 4条

1806 DE21 8条 S013 DE43 2条 匹 DE9 3条 SIOS DE12 4条

I函 DES 大型円筒 印15 DE42 2条 匹 DE9 3条 Sl的 DE6 4条

1如 DES 大型円筒

1809 DES' 大型円筒

81)11 DEIS 2条

$018 2条

匹 DE9 3条

匹 DE9 3条
SS II 切韓

DEI2 4条

DEI3 4条

1810 DES 大型円筒 泣 I DE27 2条 螂 DE9 3条 SI叩 DE6 4条

194t■ 匹 DE27 2条 寧 7 DE9 3条 SllO DE27 4条

1901 DEl7 2条 寧 DE27 2条 螂 DE9 3条 Sill DEl3 4条

1902 DE17 2条 四 DE27 2条 呻 DE9 3条 $112 DE29 

1903 OEl7 2条 如 DEIS 2条 細 DE9 3条 S113 DEl9 

I螂 DEI7 2条 S028 DE27 2条 珈 I DE9 3条 SIU D£6 4条

l函 DEI9 2条 如 DE27 2条 $072 DE9 3条 Sll5 DE6 4条

匹• S031 DEl5 2条 S073 DE9 3条 S116 DE6 

畑 DE6 2条 匹 DEIS 2条 如 4 DE9 3条 Sll7 DE12 

2010 DE45 2条 血 DE27 2条 5075 DE9 3条 S118 DEI3 

2011 DE44 2条 叩 DE6 2条 呻 DE9 3条 8120 

気12 DE46 2条 細 DE9 3条 如 DE9 3条 sm 
2013 DEl9 S03e DE9 3条 SOlB DE9 3条 SI公 DE13 

2015 DES 4条 如 DE9 3条 四 DE9 3条 SI勾 DE19' 

公》16 DE5 大型円筒 四 DE9 3条 寧 DE9 3条 5125 DE22 

幻11 DES 大型円筒 四 DE9 3条 涵 I DE23 3条 S126 DE6' 

切18 DES 大型円筒 匹 DE9 3条 細 DE28 3条 Sl21 DEl9 

⑳ 19 DE5' 大型円筒 四 I DE9 3条 如 DE26 3条 St蒻 DE13 

霊四 DES' 大型円筒 匹 DE9 3条 呻 DE28 3条 SI四 DEl2 

2021 DES 大型円筒 匹 DE9 3条 匹 DE3 3条 Sl31 DEl2 
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表2 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目対応表②

個体番号 刷毛目 器 種 ・ 条 数 個体番号 刷毛目 器 種 ・ 条 数 個体番号 刷毛目 器種・条数 個体番号 刷毛目 器種・ 条数

[; 

Sl35 DE6 

SI淀 DE6 

S137 DE¥3 

Sl•2 DE6 

S143 DE24 

$146 DE6 

S117 DEl9 2条

SJ蒻 DE6 2条

S149 DE6 

SU沿 DE¥4 

S!51 DE¥9 

Slfi2 DE¥3 

StS3 DE25 

Sl5l DEID 大型円筒

&155 DE9 朝顔

SI祁 DE9 朝舶

sm DEl7 朝顧

S158 DE9 

Sl69 D£9 朝顔

SI的 DE9 朝頗

Srnl DE9 朝舶

S162 DE¥3' 朝顔

グリッド

幽 2

G006 DE7 

GOOl DE6 

GOOS DE6 

碑 DES 

GOlO DE4 

24号富

24(11 2条

2, 的 DE41 2条

叫J1 DE41 2条

2413 DEl2 

2414 DEl9 

2116 DE14 

2凶 DES 5条

1号工舅

KOO! DEi・DEi' 3条

KOtl2 DEi・DEi' 3条

K003 DEi・DEi' 3条

k曲t DEi・DEi' 3条

KOOS DEi・DEi' 3条

k露 DEi・DEi' 3条

K007 DEi・DEi' 3条

k暉 DEi・DEi' 3条

K009 DEi・DEi' 3条

KOIO DEi 3条

KOii DEi 3条

K012 DEi DEi' 3条

!013 DEi 3条

KO!• DEi・DEl' 3条

K015 DEi 3条

K016 DEi 3条

Kol? DEl2 

KOl.8 DE3 

J地点

25号嘉

2閲I J2' 2条

2502 JIO 2条

ZS-03 JI 2条

2叩 )3 2条

2506 J6・J6' 2条

氾暉 J6 2条

2瑯 JI 2条

25印 JI 2条

2511 ]6 2条

2512 JI 2条

2514 Ji' 2条

Z515 J2' 2条

邸 16 Ji' 2条

Z5l7 J2' 3条

嗚18 ]2' 3条

2519 J2 3条

2521 J2 

25公 JIO 

2E27 JS 

筏号稟

邸 I J7・J7° 2条

紐 JS 2条

2的3 J2・J2' 2条

⑯ JIO 2条

邸 5 JI 2条

2磁 J7 2条

⑳?  JI 2条

2幽 J3 2条

函 J4 2条

2610 J7 2条

Ull J2 2条

2&12 2条

2614 J7 2条

祁15 JIO 2条

為19 J13 2条

2620 JI 2条

2622 JIO 2条

2627 J3 2条

蹄” Ji¥ 大型円筒

寧 DES' 大型円筒

J9 大型円筒

碑 J1 

A地点

14・1渇嘉

DE5' 6条

DE5' 大型円筒

6 DE5' 大型円笥

6 DE5' 大型円箔

7 DE5 大型円筒， DE27 2条

印 DES 双脚人物

51 DES 双脚人物

52 DES 双脚人物

碍讀

l 3条

3条

3 

I 
3条

4 3条

FS地点

2号嘉

I FS4 大型円筒

I 4; 6 憲 FSIO 2条

DES 大型円筒

8号霞灰庫

2 DES 2条

4 DES 2条， DES 2条

10 2条

348号嘉

3 FS3 大型円筒

双脚武人 Al 人物

1暑檜湯

I 応 l 8条

2 FS2 8条

• FS2 大型円筒

2号檜湯

4 FSS 大型円筒

2号潰

l C 4条

2 e 4条

3 b 4条

6 a 4条

8 4条

， i 4条

lZ h 4条

” ' 4条

14 d 4条

15 f 4条

16 j 4条

” e 4条

w g 4条

21 k 朝顔

公： e 朝顔

24 k 朝頻

25 ' 朝顧

3号墳

.3 a 

旧地点

32• 33嘉 (2次炭化層I

23 冑l 4条

24 W3 4条

25 •• 
26 W4 

切 ., 3条

32・33霊 (3次炭化層）

&I WI 

65 ws 
6? ●l 

81 WI' 

“号嘉

I Wll 2条

3 W¥2 2条

14 冑l

15 W4' 

35号竃

34 W4' 

37 W4 

鵠号富

42 W4' 3条

“ 
W4' 2条

44 W4 2条

45 W4' 2条

46 冒10

47 W4 

“～潤暑憲

69 WIO 2条

70 W4 2条

73 JI' 2条

18 WIO 

邸 J2' 朝顔

部 ... 瑚顔

81 J2' 

91 J2' 

93 J2' 

94 W4 

100 ... 
N地点

刀号鵞

函 3 NI 3条

2905 N2 3条

碑 Nl 3条

公沿8 NIO 3条

匹 N3 3条

1912 NI 3条

2幽 N4 双脚人物

四10 N4 双脚人物

2941 DES 形象

四19 N< 馬

公31 N4 馬

30号富

3001 DES 3条

珈： N¥3 

3幽 W4 2条

傘 Nil 

8
1
2
⑳

22
誂

2
9
3
5
3
1
4
5
4
7
印

51川[
fl DE44 2条

3 N4 2条

4 DES' 2条

s N4 2条

6 TF3 2条

8 N4 2条， DES 2条

10 N4 2条

II DE5 - 2条

DES 2条

15 DE44 

P地点

M6 大型円筒

M6 

DES 2条

M6 .,. 
M4 

MS 

M2 大型円筒

Ml 

M2 

2条

2条

2条

2条

2条

2条

2条

潤号嘉

3俣 Pl4 

笈瑯 Pl' 

グ，）ッド

碑 I P2 2条

G002 2条

幽 3 P7' 2条

0004 
碑 P2 

碑 Pl3 

匹 7

GOii Pl2' 朝顔

0016 Pl2 

31号露

3101 P9 2条

3102 P6 2条

~103 P6 2条

3104 P2 2条

31師 2条

3115 Pl2 

33l1'J箕6 
2条

P7 

3170 Pl! 



【生出塚遺跡DE地点］

DE1類

Orn 

K015 
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K006 

KOlO ーNU川1
DE3類ー■IIIDflll

K018 

K018 

DE4類
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DEB'類
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図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース①
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DE6翁 DE10類

00 S154 

一 S154 

2304 
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DE12類
--DE11類

DE13類
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Sl26 

奥の山7

一DE14類

DE15類

呵

0
1
 

8
 

a
 ゜

一肩薗

tgt̀ 

9
”
t
3紀

S162 -S100 DE13'類

0 2 cm 
I I I 

図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース②
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図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース③
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DE19'類
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ー＂【生出塚遺跡J地点］

J1類
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DE42類
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図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース④
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J2類
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J11類
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J10類
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W1類

【生出塚遺跡w地点

W2類
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天祥寺仮l

W1'類
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天祥寺29

一
32-44 

37 
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W10類
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32-46 

一幽Him

一 W12類

W11類 27-3 
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1
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-
図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース⑤



42 

【生出塚遺跡M地点］

M6類

M6'類

45 

新屋敷25-3

47 
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I I I 

26 

M2類

37 --M2'類
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【生出塚遺跡N地点】
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【生出塚遺跡FS地点】

FS1類
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N14類 N15類
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1S1 
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1S4 圃鑽構lllU
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―LLTL 
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FS4類

一-JI  
FS10類

一
図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース⑥
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〈生出塚遺跡TF地点〉

TF3類

一 6 0 2 cm 
I I I 

〈生出塚遺跡P地点〉

P2類 P7'類 P12類

P6類
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pg類

P12'類
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3170 

〈生出塚遺跡2・3・6号墳〉
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図12 生出塚遺跡出土埴輪の刷毛目データベース⑦
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表3 生出塚窯産埴輪出土古墳の刷毛目対応表①

個体薔岳 刷毛目

埼玉天祥寺裏古墳

a, 彙4-1 生出塚WI'

31集•-2 生出塚胃!・WI'

StMt-3 生出塚WI

31集5-◄ 生出塚胄!'

31集H 生出塚●1

31亀ふ・& 生出塚冒I

31集を1 生出塚W4

'1集 を 生出塚冒l

釘集し令 生出塚W2

alllt-tt 生出塚ii',1 ... ,2 生出塚冑l

31彙？ー14 生出塚●l

31亀7-17 生出塚冒I

”集T・SO、 生出塚W4

31亀1"'28 生出塚ii

31彙り 生出塚●l

31亀-・・ 生出塚●4

al畢げ 生出塚胄4'

”集←鵡 生出塚W4
31亀... 輝 生出塚胃1・'1'

＂集か叩 生出塚WI

31集l.,_'1 E 

31集10•~ 生出塚14'

3環n噸 生出塚●1

31集- 生出塚"

31亀U→1 生出塚●l

31集1印 C

31集IHII D 

31彙18--13 生出塚WI'

"集17•7$ 生出塚胃4'

31集IHI 生出塚●1

31集,.. 鯰 生出塚11'

31集闘→ 生出塚胃4

， 生出塚Wl・Wl'

鳩玉二子山古墳

レー這庄諏f
li,!Ja8:t ...., 
illltH 

“ 5鼻 年Z
確％心

“鯰
暉%7•21

Gjll3l•llt 

＂ Slll30-ut 
這珈115
1&3'1-1411 
磯鵠如

“ 

生出塚DEB

桜山G

B 

C 

K 

生出塚DEB

生出塚M6'

I. 

I 

生出塚M6

F 

J 
生出塚M6'

生出塚...

生出塚M6

生出塚M6

G 

生出塚DEB

生出塚DEB

E 

T 

T 

s 
R 

D 

D 

M 

B' 

H 

,・ 
， 

生出塚DES'

生出塚DEB'

生出塚DES'

生出塚DES'

D 

毛塚28号墳c， 

埠 l&-13

這 IVヤ Ii

磯 11-16
讀狐
嘩 lf-47

ai&2:-78 
3集幻77

這四-18

“ 

,....,2'1 
闘 138
讀 l繹
Wt-132 

血~2

嗣毛目

D' 

D' 

L 

J 
N 

H 

p 

J゚' 
I 

生出塚DES

G 

毛塚28号墳c， 
F 

生出塚DEB， 
E 

毛塚28号墳c
E 

個体蓄号

31如 3

31集”
31集10-6

SI集IH

31集1か~，

31集U-tl

31集謁“

31鑽“
将軍山古墳

＇ 暉 I
如

II薗rl

II瓢a
U鵬”
II鵬

i-i--=C-iii-

目毛

A

A

A

E

E

G

E

C

D

E

A

C

A

刷

E 

E 

E 

E 

E 

E' 

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE9

生出塚DE27

生出塚DE27

生出塚DE27

生出塚DE27

生出塚DE27

E 

,・ 
E 

,・ ,. 
E 

生出塚DE9

E' 

E' 

E 

E' 

E・E' 

E 

E 

F 

J 
G 

G 

B 

G' 

E 

E 

E 

A 

I 

B 

B 

B 

生出塚DES

生出塚DES

生出塚 DES'

生出塚DES

生出塚DE13

生出塚DE31

生出塚DES

生出塚DEI6

生出塚DES

生出塚DES

生出塚DES

生出塚DES

生出塚DES

生出塚 DES'

白山2号墳

←、”薗i
印霞2

闘瓢4

円甑I

円釦
円蒙＄

円攣4

藩楓i

込量1
斬量敷古墳群

生出塚JI'

生出塚JI'

生出塚M6

生出塚M6

生出塚1,16

生出塚1,16

生出塚DEB

生出塚DEB

生出塚DES

＝島神社古墳

r-1訂＇】
袋台1号墳
I,,_叫

生出塚DEB'

B

B

A

C

A

C

B

A

A

B

B

C
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表 3 生出塚窯産埴輪出土古墳の刷毛目対応表②

個体蕃号 刷毛目 個体番号

幻國21 生出塚DEJ3'

埠図$2 生出塚DEJ3'

埠2289図図図⑬ 33 5 7 

A 

生出塚DEIJ • 13' 

生出塚DEI3

油31図図釘52 
A 

A 

31図11 A 

333222図liil図即79 78 

生出塚DE13

生出塚DEl3

A 

3紐磁図8182 
生出塚DE13

生出塚DE!3

32図8< C 

3祖郎 A 

謁図91 生出塚DE13

3$図n 生出塚DE13

S3図10! A 

認図I A 

3⑬燭図57 
A 

生出塚DE13・13'

人43図4 生出塚DE13

'1  生出塚DEI3

大境古墳群

6 I A 

A 

A 

生出塚DES

埼玉5号墳B類--暉;_-:
真名板高山古墳A類

躙 一円仮1

仮l
_,..,  —層眉

武良内1号A'類 （生出塚J1'類）

円7

円4

刷毛目

A 

A 

C 

A 

A 

A 

A 

A 
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m 生産地分析からみた北武蔵の埴輪生産

はじめに

北武蔵では 6世紀の埴輪窯が多数、発掘調査されているが、その多くは窯相互が灰原を共有

しながら切り合いをもって支群を構成する「八手状」構造である点が知られる。窯と出土遺物

の物理的な前後関係を確定できる貴重な事例である。さらに、近年の埴輪研究の進展により、

工具痕である刷毛目の同定によって、古墳出土埴輪の生産窯を特定できるようになった。生産

地と消費地を直接結びつければ、 窯の物理的前後関係から確固とした埴輪編年が構築でき、生

産の具体像も復原できる。これによって今までにない生産像が見えてくることは間違いない。

以上の視点に立ち、本章では北武蔵における埴輪窯の分析に焦点を当てる。特に、使用の時

間幅がそれほど長くないと想定されるエ具の痕跡を示す刷毛目に注目し、刷毛目が共通する類

型を設定する。この設定類型の型式学的特徴と遺構の切り合いの相関から、生産の諸段階を認

識する。さらに、供給古墳を特定し、各窯の生産・流通の様相を比較する作業を通して、北武

蔵における埴輪生産の在り方をモデル化する。生産地分析から、地域社会という文脈の中での

埴輪生産の歴史性を読み解くのが本章の目的である。

1. 研究の現状と課題

埴輪生産遺跡の研究は、窯・エ房・粘土採掘坑など生産活動に伴う遺構を総体として確認し

た茨城県馬渡遺跡の調査が転機となる（大塚 ・小林1976)。その後、大阪府新池遺跡（森田

1993)、埼玉県生出塚遺跡（山崎2004a)など大規模な生産遺跡の発掘調査が進んだ。

特に、生出塚遺跡における40基の窯の発掘成果を報告し、生出塚産埴輪の編年を提示すると

ともに、出土埴輪の特徴把握から30基以上の供給古墳を推定した山崎武の研究は重要である

（山崎2000・2004aなど）。しかし、生産地の分析で、 ①同一窯から 出土した製品以外で同時期

資料を確定できない点、②供給古墳の推定を実証する決定打を見出せない点、が課題として残

った。これを克服する方法論は、古墳出土埴輪の分析で進んでいた。同工品論である。

土器表面に残る刷毛目が、エ具として用いた木材の年輪を示す条線である点は横山浩一の研

究で明らかになり（横山1978)、刷毛目の同定とその他の属性分析による同工品の識別作業が

1970年代以降に活発化した （吉田1973・ 川西1973・轟1973など）。その後、犬木努に よって方

法論が整備され（犬木1995・2005)、古墳出土埴輪のスタンダードな分析となりつつある。そ

んな中、古墳と生産地を結びつける画期的な研究が現れる。小橋健司は、千葉県山倉 1号墳出

土埴輪の分析で13人のエ人を識別し、それらの埴輪が80km離れた生出塚31号窯で生産された

点を明らかにした。また、同様な視点で、田中智子は大阪府太田茶臼山古墳・総持寺古墳群と
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新池窯の供給関係

を明らかにした

（田中2005)。こ

れらは古墳と窯を

まさに直接結び付

けた点において画

期的な研究だった。

以上、生産地の

分析と古墳出土埴

輪の同工品分析が

交差した現在、新

たな研究の方向性

が見えてきた。古墳の同工品論で属人性の高さが指摘されるエ具の分析で、生産地出土品を読
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図14 分析対象遺跡の位置

み解く方向性である。この方法によれば、山崎が生産地分析で乗り越えられなかった 2つの課

題を克服できると考える。この視点に立ち、私は生出塚窯における刷毛目の分析を行い、埼玉

古墳群の 7基の古墳への供給を実証した（城倉2007a)。さらに、生産地において刷毛目が共通

する埴輪の形態 ・技術が近い点を確認し、同時期資料を把握した上で、埼玉古墳群に供給され

た各類型の前後関係を論じた（城倉2007b)。これら生出塚遺跡における分析成果は、総合的

にまとめてもいる（城倉2010a)。問題となるのは北武蔵における他の窯の様相との比較である。

そのため、本稿では埼玉県熊谷市姥ヶ沢埴輪窯、東松山市桜山埴輪窯に焦点をあて、同様な方

法での分析を行う 。その作業を踏まえ、北武蔵における各窯の様相を比較検討し、その歴史性

について考究したい。

2. 分析方法と対象

本稿では刷毛目の分析を重視する。刷毛目は、エ具の木材端の年輪摩耗度の差異に起因する

凹凸である。全ての木材は年輪にその木特有のクセがあり、平面・立面情報を正確に読み取れ

ば、他人の空似は皆無で、少なくとも同一母材から作られたエ具を特定できる。その場合でも、

全く同じ木目を持つ兄弟工具はそれほど多くなかった事実が、製作実験から明らかになってい

るので（城倉2007c)、正逆を含む同一刷毛目が見られる埴輪は、近接した時期の限られた場所

で製作されたと想定できる。この仮説は、古墳の同工品分析でエ具の属人性が指摘される点か

らも蓋然性が高まる。以上を踏まえ、本稿では、生産地出土埴輪の刷毛目データベースを構築

し、刷毛目が共通する埴輪群を「刷毛目共通類型」とする。その上で、設定類型の形態・製作

技術を検討する。結論を先に言えば、刷毛目共通類型には型式的に距離のある埴輪が混在しな

いので、限られたエ人が限られた期間に製作に関与したと推察される。
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実際の作業では、刷毛目共通類型を器種 ・規格 ・形態 ・技術により細分する。例えば、 A・

A'の刷毛目が認められる個体はA類型とし、 Al・ A2・A3と細分する。なお、紙幅の都

合上、類型の全属性情報を提示することはできないので、総合的なバックデータの提示は別の

機会に譲り、記述で各類型の特徴を明示する。また、刷毛目共通類型内の形態的な類似を視覚

的に示すことを重視し、本稿では実測図外面を比較する図を呈示する。

この刷毛目共通類型の設定を踏まえた上で、窯の切り合いから各類型の前後関係を把握し、

生産の諸段階を把握する。さらに、刷毛目の同定から供給古墳を特定し、生産 ・流通の状況を

明らかにする。以上の方法論で、姥ヶ沢 ・桜山窯を分析する。両窯は、荒川をはさんで埼玉古

墳群に対する位置にあり（図14)、生出塚窯と同じく埼玉古墳群への製品の供給が推定され、

発掘成果も報告されているなど、生出塚窯の比較対象として好条件を備えている。

3. 埼玉県熊谷市姥ヶ沢遺跡の分析

3 -1 遺跡の概要

姥ヶ沢遺跡は江南台地の北側縁辺に位置する。台地縁辺の斜面地を利用して築窯され、 8基

の窯が検出された。出土埴輪は 2条 3段の小型円筒埴輪が主体で、人物・動物などの形象埴輪

も出土している 。 小穿孔・突帯の板押圧技法 • 第 3段が長い形態など小型円筒埴輪の特徴から、

6世紀初頭～前半の年代が考えられている （新井・森田1998)。

3 -2 刷毛目

姥ヶ沢遺跡出土埴輪では、 A-E類の刷毛目を確認した。正逆の刷毛目は、同一工具の端面

の違い、あるいは兄弟工具の存在によって現出するが、正逆はA.A'のように区別する。また、

姥ヶ沢遺跡出土埴輪の刷毛目を図16に接写画像で示すとともに、エ具と木目の関係を図15に示

した。さらに、報告書掲載個体の刷毛目の種類を、表 4に整理した。各個体の器種 ・条数も報

告書の記載、及び実物の観察から判別できる限り、表中で明示している。
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表4 姥ヶ沢遺跡出土埴輪の刷毛目対応表

個体番号 刷毛目 器穫 ・条数

1号窯

1 B' 円 (2条）

B' 円 (2条）

B 円 (2条）

D 円 (2条）

B' 円 (2条）

B 円 (2条）

B' 円 (2条）

B' 円 (2条）， C 円 (2条）

10 B 円 (2条）

ll 12 
B 円 (2条）

D 円 (2条）

13 B 円 (2条）

＂ 
B 円 (2条）

15 D 円 (2条）

16 B 円 (2条）

＂ 
B' 円 (2条）

18 B 円 (2条）

19 B 円 (2条）

” 
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21 B 
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公9 B 円 (2条）

2匹祁4 

B 

Z1 ［） 
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” 
B 

31 
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円 (2条）

“ 
B' 円 (2条）

43 円 (2条）

“ 
B 円 (2条）
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47 

心

心 B 

50 B 

51 

氾 "

僭体番号 数

象

条

形

物

物

物

.

―

'

'

'

―

'

'

―

―

―
―
―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―

―

＿

一

―

-

―

-

朝

朝

朝

朝

朝

朝

馬

熙明
人

人

人

不

種器目毛
-
―
―
―
―
―

-
B

B

-

W

B

B

D

B

―

-
B

B

B

B

B

―

-
B

B

-

B

B

D

B

-
C

W

B

D

B

u

-

―

―

―

―
u

w

刷

B

B

-

g

u

u

-
W
 

)
、
~
、
~
、
~
‘
~
)
）
）

条

条

条

条

条

条

条

条

⑫

⑫

⑫

位

円

円

円

円

円

円

円

円

1
8
1
9
g
 

目

A

m

-

A

W

B

-

A

B

-
B

B

N

-

じ

2

器種・条数

円 (2条）

円 (2条）

円 (2条）

円 (2条）

円 (2条）

= 

朝

朝

c
 

9

9

9
 

B

B

B

B

C

-
B

A

.
A

B

-

B

B

-

C

-
B

C

C

 

A
 

9

9
 

B

B

 

．

．
 

9

9

9

9

9
 

A

B

B

B

B

―

-
A

A

B
 

•• 
A

A

 

E

-
B

C

B

-

r

 

)
、
l
)
）
、
~
、
~
‘
,
‘
,
‘
,
＇
’
‘
,
＇
’
‘
,
'
/

―

―
鹿一

条

条

条

条

条

条

条

条

条

条

Q
⑫
 

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

‘
~
、
~
、
~
、
~
)
、
．
l
)

条

条

条

条

条

条

条

⑫

⑫

⑫

Q
⑫

⑫

Q
朝

朝

朝

一

円

円

円

円

円

円

円

円 (2条）

円 (2条）

円 (2条）

円 (4・5条）

円 (2条）

円 (2条）

円 (2条）

個体番号 刷毛目 器種・条数
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凡例

※姥ヶ沢遺跡出土埴輪のうち、報告書に掲載されている個体の刷毛目の種類を示す。

※個体番号は（新井・森田1998)に対応する。刷毛目の種類を示すアルファベットは固16に対応する。

※器種の 「円」は円筒埴輪、 「朝」は朝顔形埴輪、 「人物」「馬」「鹿」は形象埴輪を示す。

※条数は円筒埴輪の突帯数を示す。

※ 「一」は現状で確定できない要素を示す。

3 -3 刷毛目共通類型の設定

刷毛目の分析成果を踏まえた上で、刷毛目共通類型を設定し、器種・形態に応じてその類型

を細分したのが図17である。Al・A2・Bl・B2・B3・Cl・C2・C3・C4・D・

El・E2類型の合計12類型を設定した。図を見ても明らかなように、法量の差異は存在して

も、形態的に距離のある埴輪が一類型内に共存することは全くない。のみならず、ほとんどの
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2-8 1-35 6-4 1-34 1-44 8-8 4-5 4-2 2-1 1-5 1-3 1-2 H 4-10 4-8 1-95 8-14 

C1類型

5-10 7-13 8-7 8-6 7-11 

C3類型

5-8 

い`
0 20cm 
I , I 

7-2 
※各個体の数字は ［窯番号］ー【個体番号】を示す

図17 姥ヶ沢遺跡出土埴輪の諸類型

類型が突帯 ・透孔・内外面調整など細部の技術的特徴まで一致することからすれば、刷毛目共

通類型はかなり限定されたエ人が限られた期間に製作に関与したものであると推察される。

[A類型】Al類型は 2条 3段の円筒埴輪で、法量も近似する。全形が復原できるのは 1個体

しかないが、第 1段の高さはほぽ同じで、 2稜を明瞭に作出する突帯などよく似ている。A2

類型は朝顔形埴輪で、表4中で示した通り、 4-9の個体はB2類型4-8の個体と同じく A ・Bの

刷毛目が一個体内で共伴する。いずれの個体も、朝顔頚部を境にA ・Bの刷毛目が変換してい

る点も共通する。さらに、 A2・B 2類型は、四角い形状を呈する突帯、ハー ト形に近い切り

込みの透孔、内面のナナメハケが底部に及ばない点など手法が酷似する。また体部から頚部、

頚部から花弁部へと移行する 2か所に明瞭な乾燥単位が確認できるなど製作工程の特徴もよく

似ている。両類型の共通性は、後述するようにA類と B類がほぼ同時期に存在した事実を示す

ものだろう 。

[B類型】B1類型は 2条 3段の円筒埴輪で、法量にややばらつきがあるものの、ゆるやかに

開くスマートな形態が一致する。さらに、丁寧なナデ調整から口縁部に向かってタテハケ ＋ナ
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ナメハケを施す内面調整や、段間の上側に傾いて穿孔する透孔などの手法も共通する。なお、

図中に示した通り、 B1類型は埼玉県深谷市千光寺 3号墳 （増田1975)に供給された点が判明

している。B2類型は前述した通りで、 B3類型は人物と器台である。B3類型の人物埴輪 2

体をみると、裾部の形態・腰帯の表現、さらに内外面の調整手法など細部の特徴まで一致する。

【C類型】C1類型は第 3段が長い 2条 3段の円筒埴輪で、最も古い様相を示すと考えられて

きた資料である。7-1と7-2は器高に違いはあるものの、 2段目の段間が狭く 3段目が長い特徴

的な形態が一致する。さらに、右上に切り込みを有する透孔、ナデが雑な突帯、内面調整のス

トロークの長いタテハケなど細部の手法まで一致している。C2類型は、 C1類型に特徴的な

ストロークの長い内面のタテハケが認められないものを類型化した。C3類型は姥ヶ沢遺跡唯

ーの 4条 5段、あるいは 5条 6段の大型円筒埴輪で、最上段が長いなどやはり古相を示す。方

形で突出の高い整った突帯、角張った円形の透孔、タテハケが顕著な内面調整、最上段より一

つ下の段に大きな乾燥単位を置く製作工程など細部の特徴まで完全に一致する。なお、 C1類

に見られた特徴的な内面調整がC3類でも見られ、両者の共通性の高さが看取できる。C4類

型は鹿の埴輪である。

【D類型】 2条 3段の円筒埴輪で、各段が比較的均等に割り付けられながらも、第 1突帯が若

干低いなどAl類型と形態的には類似する。突帯の形状や調整方法なども Al類型とほぽ同じ

だが、内面口縁部近くのナナメハケがいずれもヨコハケに近いことが特徴である。

[E類型】E1類型は 3条 4段の中型円筒埴輪と考えられる。全形は不明だが、下膨れ気味の

突帯や密な内面調整などの特徴が一致する。E2類型は 2条 3段の円筒埴輪で、 1個体しか全

形が分かる個体が存在しないものの、突帯の形や内面調整がE1類と酷似する。なお、形態的

な特徴はA1・ D類型と 一致する。

以上、刷毛目共通類型の設定によ って、型式的に距離の近い埴輪群が類型化される状況を確

認した。設定した類型は限られたエ人が限られた期間に製作に関与したと結論付けられる。

3 -4 遺構からみた諸類型の前後関係

では次に、以上で設定した類型の前後関係を、遺構の状況から位置付ける。まず、姥ヶ沢遺

跡における 8甚の窯はその立地から、 上段群 (1・2・3・4号窯）・下段群 (5・6・7・

8号窯）に群分けできる （図18左）。 上段群が半地下式、下段群が地下式で、燃焼部と焼成部

変換点における傾斜角度 ・焼成部規模も各群で共通する。また、実際の窯本体の切り合い関係

からは、下段群→上段群という時期差が判明している （新井・森田1998)。

以上を踏まえ、諸類型の分布を図18右に示した。上段群と下段群では明瞭な分布差異がある。

下段群はC・E類、上段群はA・B・D類の刷毛目が主体になっている。つまり、刷毛目共通

類型のC・E類型→A・B・D類型という前後関係が遺構の状況から把握できることになる。

では、諸類型の特徴を見ると、 C類型は明らかに古相を示す特徴を持つ。C3類型の大型円筒
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刷毛目 刷毛目 刷毛目 刷毛目 刷毛目
A類 B類 D類 c類 E類

1号窯 邸 1 2 

2号窯 4 12 

3号窯 3 ， 
4号窯 3 7 

5号窯 3 

6号窯 ー 2 1 

；：： : ; 一門
疇出土品の個体数を刷毛目：類型別に表示。

図18 姥ヶ沢遺跡の埴輪窯と諸類型の分布

埴輪が古く位置付けられるのも重要で、この時期の埴輪窯が大型墳への供給を契機に開窯され

た点を示唆する。同じく E1類型も 3条4段の中型円筒埴輪であり、大 ・中型品がともに下段

群で焼成されている点ば注目に値する。一方、 A・B・D類型はいずれも小型の 2条3段で、

各段が均等に設定されるなど、型式的に新しい様相を示す。このように、遺構の切り合いと各

類型の型式的距離は整合的である。つまり 、姥ヶ沢窯では 2時期の生産が認識できる。

さらに、一個体内における刷毛目の共存現象も注目される。表中に示した通り、 A-B・E

-B・A-Cの共伴を確認している。わずか 4個体だが、これは異なるエ具が一個体の製作に

使用された事実、すなわち工具が同時期に存在した事実を示し、非常に重要である。まず、 A

-Bに関しては、ともに上段群に属するので特に問題はない。近いエ人相互のエ具の分有 ・共

有、同一個体の工程別分業が起こりえたのは自然である。重要なのは切り合い関係をもつ上段

群と下段群にまたがる E-BとA-Cの組み合わせである。上段群と下段群の関係性が問題と

なろう 。

その際に注意すべきは、上段 3号窯でC類の刷毛目が 5個体確認されている事実である。上

段群における特定の窯に C類が集中する事実は、上段群の生産の際にも古相を示すC・E類型

など下段群での主体類型が引き続き生産されていた可能性を示している。これは、下段群にお

いて上段群の主体類型である B類型が一定量認められる点と同じ関係にある。以上の事実から

考えれば、下段群から上段群への変遷には長期間の隔たりが存在するわけではなく、両者は時

間的に連鎖していたと推察される。古い下段群では主体的な C類型に混じってB類型など後出

的な埴輪が出現し、上段群ではC類型が引き続き存在しながらも新相を示すA ・B・D類型の

比率が増えている状況と考えることができる。エ人の世代交代で跛行的に進む型式変化の実態

が反映されていると言える。

最後に、姥ヶ沢窯の生産と製品の流通についてまとめる。姥ヶ沢窯ではB1類型が、同じ大

里の千光寺 3号墳に供給されていた。基本的には、周辺への供給が想定されるが、姥ヶ沢窯に

おける生産規模はどれほどか。姥ヶ沢窯では、窯床面の観察から合計22次の操業が想定され、
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1回の窯詰めは 2条3段で30~35本と推定される （新井・森田1998)。単純に計算すれば、 8

基で660~770本の小型円筒が生産されたことになる。一方、県内の例では小規模の屋田 5号墳

で50本 （横川1984)、中規模の鎧塚古墳で300本（寺社下1981)の樹立が推定される。姥ヶ沢窯

で、 C3・El類型など大・中型品の生産が 1、2回含まれているとすれば、供給先は数基程

度の小規模生産だったと思われる。姥ヶ沢窯は、下段群での大型品の存在が示すように、大型

墳への供給を契機として生産を開始し、その後は周辺の中小古墳に小型品を供給した窯だった

と結論付けられる。

4. 埼玉県東松山市桜山遺跡の分析

4 -1遺跡の概要

桜山遺跡は岩殿丘陵の東側に位置する。丘陵に入り込む支谷の斜面を利用して築窯され、 19

基の窯が検出された。 6・8号窯が須恵器の専用窯で、他はすべて埴輪窯である。本遺跡では、

埴輪と須恵器の併焼は行われておらず、埴輪に須恵器技法の影響も見えないことから、両者の

関係はなかったと推定されている （横川1982)。出土した円筒埴輪は 2条 3段の小型品から 5

条6段の大型品まで存在し、人物・動物 ・家などの各種形象埴輪も確認されている。6世紀第

2四半期に位置付けられる須恵器が出土した 8号窯を切って、埴輪窯の操業が始まる点から、

埴輪窯は 6世紀第 3四半期以降に位置付けられている。

4 -2 刷毛目

桜山遺跡出土埴輪では、 A-G類の刷毛目を確認した （図19)。また、表 5には刷毛目の対

応関係を示した。表中H類のみは外面ナデ調整を施す個体である。桜山遺跡は資料数が多いも

のの、刷毛目の数としてはわずか 7種類に集約される。なお、本遺跡では姥ヶ沢遺跡のように

1個体内に複数刷毛目が共伴する個体は確認していない。

4 -3 刷毛目共通類型の設定

刷毛目の分析を踏まえ、刷毛目共通類型を設定したのが図20である。Al・A2・A3・A

4・A5・A6・A7・A8・Bl・B2・B3・C・D・E・F・ G・Hの合計17類型を設

定した。図を見ても明らかなように、各類型は型式的に近い埴輪群で構成されており、類型設

定の妥当性を示している 。 唯一、多様性を見せるのがAl~AS類型だが、それもほとんどは

器種・規格の差異によるものであり、例外はA6類型の一点のみである。

【A類型】A類型は最も多くの類型に細分できる。ほとんどの窯で主体を占める類型で、全体

のおよそ70%をA類型が占めている。刷毛目の分析でも微妙に木目パターンが異なる数種が認

められ、おそらくは同一母材から作られた兄弟工具が数本存在したと推定される。 しかし、 A

6類型を除けばいずれも規格は異なるものの、形状や製作技法が酷似し型式的距離は近い。A
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図19 桜山遺跡出土埴輪の刷毛目

1類型は 5条、 A2類型は 4条と推定される大型円筒埴輪である。両類型ともに 2稜を明瞭に

作出する突帯や内面口縁部付近の丁寧なヨコハケなどの手法が一致する。A3類型はA4類型

と細部の特徴が酷似するものの、第 1段が著しく長いため別類型として設定した。A4類型は

3条 4段の細身の円筒埴輪である。寸胴気味に立ち上がり、口縁部が強く開く形状が共通する。

突帯形状やストロークが長いナナメハケ＋口縁部付近ヨコハケという内面調整の手法も完全に

一致する。 AS類型は 2条3段の小型円筒埴輪で、 A7類型はそれに対応する段構成の朝顔形

埴輪である。AS類型は緩やかに開きながら立ち上がり、口縁部で強く開く形態が一致する。

また、 2稜を明瞭に作出する突帯やストロークの長いナナメハケ十ヨコハケの内面調整、外面
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表 5 桜山遺跡出土埴輪の刷毛目対応表

個体蕃号

1号窯

I 

2 

3 

4 

6 

6 

1 

8 ， 
10 

11 
12 

13 

14 

15 

16 

2号窯

l 

2 

3 

• 
＄ 

6 

7 

8 ， 
10 

11 
12 

13 
~ 

3号窯

刷毛目 器種 ・条数

9

.
 

A

A

A

-

A

-

-

A

A

B

-

A

A

A

-

A

 

円 (2条）

朝

A

A

A

-

A

A

A

-

A

A

A

A

A

 

円 (3条）

A 

2 A 

3 A' 

ヽ A' 

$ B' 

6 A' 

7 A' 

A' 

デ
i
:
l
o
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

＂↑―:口
『4

5

A

A

A

A

A

A

A

A

-

A

A

A

A

A

A

A

-

A

 

A' 

= 
A' 

A
A
A
N

が
~
i

人物器台

人物器台

円 (3条）

馬

’
物

―

―

―

―

―

―

―

―

焦

人

円 (2条）

円 (2条）

円 (3条）

円 (3条）

円 (2条）

円 (2条）

個体番号

7 A 円 (2条）

8 A 円 (2条）， A 

10 A' 

11 

12 円 (2条）

13 C 

14 A 

15 A 

16 

＂ 
C 

18 A 円 (3条）
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凡例

※表の掲載方法は、表4の凡例を参照。

※個体番号は （横川1984)に対応する。刷毛目の種類を示すアルファベットは図19に対応する。




